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会長新任挨拶

会長戸田邦司

4

I

百

’

9月8日に開催されました理事会、代議員会で突然並木会長が辞任し、

会長を引き受けることになりました。

再建特別委員会報告の所感でも申し述べましたように本部はこれまで

の赤字体制を何とか脱却して健全財政をめざしながら公益法人として会

の目的となっている事業を展開により、会員の皆さんの活動のお役に立

つことができるかどうかが問われたことになります。

今年度赤字が2千万円に達することが明らかになり今年度予算が9月

まで承認されないという異常事態の中で、日本ヨット協会との関係等も

視野に置きながら各支部の活動を活性化して行くことができるかどうか、

少なくとも今年度程度の基礎的収入を維持することができるかどうかに~
ついては、私自身全く自信がありませんでした。

また、私的なことで申し訳ありませんが、現在の仕事が多忙を極めて

いることも考えれば、再建特別委員長として問題の整理をしてきた経験

に照らして、これからの会長職は相当の時間と労力を傾注しなければな

らないことも明らかであり、それにどこまで対応できるかも疑問であり

ました。

私は昭和35年、1960年からの会員です。会員番号の060-110は1960年入

会で110人目の会員という意味です。これまで､長い間会員として楽しま

せていただいたということも考え、あえて会長をお引き受けすることに

した次第です。

新任の挨拶としてはまことに景気の悪い、歯切れの悪いことになりま

すが、お引き受けしたからには全力を尽くしたいと思います。

財政再建のための基金につきましては各方面から暖かい御支援をいた～

だいてきており、感謝に耐えません。これなしには再建は不可能というー

こともあり、更に協力を呼びかけていきたいと思いますので宜しくお願

い致します。

ぎりぎりのリストラを行いつつも、本部が果たすべき役割を十分に認

識して、会の活動が少なからず拡大し明るい未来が展けますよう努力し

て参りたいと思います。皆々様の強力なる御協力御支援をお願いいたし

まして挨拶と致します。
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再建特別委員会報告

戸田再建特別委員会委員長の所感

社団法人日本外洋帆走協会の財政状況を過去数年にわたって検討してみ

ると、少なくとも1989年以降は赤字体質となっていた。その理由としては、

－つは、本来の赤字体質を事業活動による収入で埋めるという試みが数回に

わたってなされたが、そのいずれもが失敗であった。もう一つは、関東支部

との合同運営となっていたため本来の本部業務と関東支部の諸事業の実施体

制が澤然となっていて責任の所在が明らかにならなかった点である。その間、

財政の責任者である財務委員長は事業の拡大によって何とか財政を立て直す

べく努力もし、また、運転資金が大幅に不足するような場合に自分で資金調

達するなど、その努力には涙ぐましいまでのものがあった。しかし、本来、

公益法人の運営卜は必ずしも好ましいことではない。1991年特別事業収入の

8600万円に見られるように、相当の実績を上げながら一方では、訴訟費用な

どの臨時会費も全て充当した上での赤字財政であった。協会の健全財政を目

指すためには会費収入などの基本的収入で支出をまかなうということが公益

法人の財政の基本であることを考えると過去数年の実績はこれを大きく逸脱

していたと言わざるを得ない。

今年から本部と関東支部が完全に分割されることになり、この際、本部．

支部の業務分担と責任の所在を明確にすることができることとなった。そこ

で、今後の本部の運営としては

①本部が存在することだけをもってよしとする

e本部業務を予算の範囲内で可能な限りこなしていく

といった選択肢があるだろう。

私個人としては、外洋ヨット活動の振興を図り、会員の主張などを関係方

面に正しく伝えるためにはeを選択すべきであると考えている。いずれにし

ても、本部のリストラなしには実施すべきではないということは明らかであ

る。なお、財政再建の見地からは今年度の赤字2065万の内1100万円について

は、臨時会實を徴収するなどにより短期的に解消すべき性格のものであると

考える。

会報誌については、当面「OFFSHORE」のような立派な形態で毎月発

刊していくことは、財政的な面から到底不可能であるが、本部の活動状況等

を会員に伝えることは最低限必要であるので、年間数回は会報のような形で

のコミュニケーションの確保は不可欠であろう。

一言付け加えれば、本協会は元々会員のボランタリ活動により支えられて

来たということを忘れてはいけない。

－2－
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再建特別委員会報告

再建特別委員会議事録分析報告書

I再建特別委員会設置の目的

1996年6月29日開催の第139回理事会で､本部財務状態の抜本的

な改善の為再建特別委員会が設置された。

再建特別委員会委員長に戸田副会長が了承された。委員長を中

心に委員を決め、財政再建に関連する全般的な事項に渡り、検

討してゆく事となった。

再建特別委員会開催第1回1996年07.17hNNORC会議室

第2回07.24"NORC会議室

第3回08.01"NORC会議室

3回の会議の議事録及び本部会計収支推移1988-1995、’96年6

月29日資料、本部総会資料と付合わせ、以下に纒めた。

11本部総会資料綴りより赤字体質の原因分析を行った。

①1988年より1996年に掛け、臨時会費を除くと殆どの年で支出

が収入を上回っていた。その間、積立金等累積資金の流失及

び赤字の合計額は100,000,000円に挙った。

特別事業収入、事業収入を併せると、殆どの年で特別事業

支出、事業支出の方が大きかった。

e日本外洋帆走協会の活動はヨットレースが大部分であり、そ

れ以外の活動は極めて小さかった。原因究明はヨットレース

の在り方を検討する事によって解明すると確信し、下記仮説

のもと分析作業を進めた。

仮説1）ヨットレースを拡大し会員の増大を図り、事業収入

と会費収入を増やす。

本年不足分20,000,000円／年となる予定。リストラ

効果を10,000,000円見込み10,000,000円の純益を得る

事は、現時点で無理と判断した。

（本部会計収支推移資料より事業収入と支出、特別事

業収入と支出の差額から判定）

仮説2）協会本来の姿に戻り、ボランタリ活動に重点を置い

たヨットレースの在り方を選択した。

レースはヨツトクラブ、フリートを中心に実施し、

本部の公益法人活動とレース基盤であるルール、レギ

ュレーション、安全普及で支部の存在をアピールし、

均衡の取れたヨット乗りの為の公益法人活動を行う。

本部は直接レース事業に関わる事を止め、公益法人活

動の目標を大きく加えた、組織の組み立てを行えば、

会員拡大に寄与できると判断した。

'Ⅱ分析結果の仮説2を蟇に、再建計画を短期的に進めるも

のと、長期にわたり効果を求めるものに分けた。

①短期再建計画’)徹底した事務局経費の削減｡2)各委員会の

責任による予算実行。3)有志による運転資金

理事尾島裕太郎

導入。4)ヨットクラブ、フリート、支部にヨ

ットレース運営の完全移管。

⑧長期再建計画1)会費収入及び事業収入より借入金返済計画

の策定｡2)会員拡大に繋がる公益活動項目と

スケジュールの細目設定◎3)帆走、ルール、

技術、計測等目的に添った委員会組織の再編

成を行い、予算管理を各委員会毎の自己完結

型とする。
へ

IV1996年度予算は9月まで決まらない異常事態となり、結

果として'96年は思いきった再建策実行の年と位置づけた。

①関東支部事務局の分離の観測結果から本部事務処理量は軽減

すると判断した。

⑧事務局借り換えによる賃借料の軽減を図った。'96年は引越し

料等出費あり、’97年度より経費軽減が期待できる。

⑧本部職員の離職が3名あった。関東支部分離による、本部事

務処理の軽減を見込み職員を補充しない。

④受益者負担を原則とした、|MS計測料等の値上げ。

V財務緊急事態の回避に、収入項目を策定した。

①有志による臨時基金募集。

e訴訟対策費の一部を借入金に組み込む。

⑧理事会に、年会費の支部・本部会費分配率一時変更の提案を

する。
へ

VI長期再建計画は1997年2月の本部代議員会及び年次総会

に向け、会長及び特別委員会理事会で、必要な委員会に絞

りその機能を支える組織を、1996年より引き続き策定する。

①NORCとともにヨットレースを運営するクラブ、フリート

との法的責任及びスポンサードの範囲と会計管理責任の枠組

み策定。

eNORCの中心的活動であり、安全航行技術の開発にも繋が

るヨツトレース及びルール、レギュレーション、計測、安全

航行普及活動の受益者負担部分とNORC本部の負担すべき

コストの明確化。

⑧主として運輸、晨水、郵政各行政に関わる特別委員会を設置

し、ヨット乗りに利のある公益活動の策定を行う。

Ⅷ1996年度予算実行は、6月末までの支出の精算後、再建

特別委員会の認めたものに限り支出する。

①'96年度赤字は20,000,000円が予測される。

e訴訟対策費より10,000,000円借り入れても10,000,000円の不

足になる。

－ Q －
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再建特別委員会報告

⑧本部、関東支部分離に際し関東支部基金より借入金

31,400,000円の取り扱い方を協議すべきである。

1)NORC主催レース参加艇数の大半は関東支部所属艇であ

る。

2)会員も半数は関東支部で占めている。

3)本部運営は実質在京理事によって行われた。

4)本部支部が一体運営であった為、現時点で本部支部に対す

る赤字の分配率を遡って判断する事は、難しい。へ

5)以上を考察するに、'88年以前より続いた本部支部の一体運

営は、赤字の責任範囲を不明確にする事となった。

⑧本部より会員へのインフォメーションを目的としたoff-

shore誌を4回／年発行する。

④各委員会の予算管理責任を明確にする。

Ⅸ再建資金の確保策とし、収入項目の変更を検討した。

①'97年度に限り、会費配分費本部支部6：4から7：3としたい。

⑧訴訟対策費の一部を別会計とし借入金返済に組み入れたい。

X1997年度業務計画をカレンダーに置き、早い時期に会員

拡大に繋がる施策を実施する。

①特別委員会の見直し。

e各委員会予算管理責任の実施、意思決定の権限委譲による施

策の早期実施。

VII1997年度の予算案は長期再建計画を基に据え、'96年度本

部会費収入の90％の範囲で各組織の予算額を策定する。

①組織の再編成に合わせ、各委員会より必要最小限として要求

された額の予算組みとする。

e事業収入は運転資金、借入金返済として積み立てる。

以上を以って当委員会活動を終了し、課題解決に別途特別委員

会を組む必要があると考える。

本部会計収支推移（1988年～1995年） 単位千円（96年6月29日資料）
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収支差額

次期繰越金
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NORC本部1996年度予算について

財務委員長鈴木保夫

し金を除いた収支では､5,638万円の収入に対

し、支出は7,703万円となり、2,065万円の赤

字予算となりました。

不足額については訴訟対策費より､980万円

を借り入れし、残りについては有志による特

別基金からの借り入れとします。

なお、97年度の予算については、事務局の

思い切ったリストラを行い、資料の通り黒字

とし、さらに増収策を検討し、借入金の返済

計画を作成します。

ヤパンカップレースで812万円の収入となり、

事業収入合計で1392万円としました。

6月29日の代議員会資料として提出した予

算案をさらに検討し、再作成しました。補助

金については暫定予算の通りであるので除外

し、管理費および委員会収支に絞り、わかり

やすい形で収支表を作成し、また、訴訟対策

費は別予算としました。

支出について｜

管理費は、前年度とほぼ同様となりました

が、事務局移転費用、リストラによる退職金

等が含まれているため、97年度以降は大幅な

減額となる見通しです。

委員会関係支出については、ストップでき

るものはストップし、切りつめました。

会報については、カラーはやめ、今年度は

本会報のみとし最低限の予算で現状を報告す

ることとしました。

レース事業は、ジャパンカップも終わり約

200万円の黒字決算となりました。

以上の結果、補助金および前年度の繰り越

収支について｜
会費及び艇登録については、厳しい現状を

考盧して、95年度の90％とし、訴訟対策臨時

会費のうち､180万円を事務局の負担分として

一般会計の収入としました。

委員会の収入としては、計測委員会と通信

委員会とで490万円の大部分を占め､事業収入

については、会報を休刊したため広告収入を

250万円と見込み、レース事業については、ジ

へ

NORC本部96年度収支予算及び97年度概算予算(案）
単位：万円1996年9月8日

96年度訴訟対策費予算(案）
単位：万円1996年9月8日

｜ 入支96年度

収入｜支
(2,609）2,853

（453）593

0（927）

O(1,766)

180

（26）130（316）

0（291）

(3‘088)3,7561(3299）
（0）0（2）

1（5）

0（9）

0

0

0（21）

0（1）

（162）355（187）

0（1）

（12）23（25）

（61）111（91）

0（1）

(284）4901（343）
（179）2501（824）

収度

■
■

毒

支

年
ｌ

咽
０
‐
０
０
０
０
０
伽
０
加
開
０
圃

入
田
朋
０
０
帥
Ⅳ
０

７

８
５

１
１

９

２

出
摘要

訴訟対策臨時会費’1,600 裁判費用

特別安全対策費

事務局経費

本部貸付金

合計

坐
０
‐
岬
Ⅷ
‐
剛
伽
皿
２
６
§
－
扣
印
－
畑
４
冊
、
３
皿
雨

出

0

0

900

1,830

0

550

200

3,480

0

10

5

0

30

500

4

20

85

0

656

300

０
０
０
０
０

０
４
８
８
０

３
‐
１
９
６

会費収入

艇登録

管理費

人件費

訴訟対策事務局負担分

総務費

会議費

小計

帆走委員会

ルール委員会

海事思想委員会

泊地対策委員会

国際小委員会

財務委員会

法政委員会

計測委員会

技術委員会

安全委員会

通信委員会

クルージング委員会

小計

会報事業

会員サービス事業(保

険･頒布物品）

レース事業

小計

合計 1,600

へ

330 （11）90 250 叩
－
０
｜
｜
知

６
６
９
３
５
８１

〕
１
６
－
０
４
６
４

く
く

２
２
‐
９
８
３－

〕
１
３
２
‐
９
８
９

く
く

０
｜
｜
卸

総合収支｜総収入｜総支出｜総収入|総支出
合計 ｜(4364)5,638（5.083)7‘70314.55014,526

＊（）内の数字は6月末現在の数字です。
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'96～'97年度NORC本部理事一覧

一

区分｜
名誉会長

（理事）

会長

副会長

専務理事

一浬----事一|‐
（関東）

(駿河湾）

(東海）

氏名

石原慎太郎

戸田邦司

山村 彰

埴原洋利

浅野英武

石井武彦

石井正行

稲葉文則

大儀見薫

尾島裕太郎

鈴木保夫

周東英卿

高橋太郎

並木茂士

野 口隆司

能條秀夫

林賢之輔

松永一生

白井義博

小林義彦

川端治夫

都築勝利

長谷川冨延

役職

（理事30名）

内海支部長

(新任）

(新任）

駿河湾支部長

東海支部長

NORC新会員制度試案について

戸田新会長からの表記課題提示を受けた新執行部は数人のワーキン

ググループをもって新会員制度の骨格作りを行ってきました。この試

案はこれまでの構造改革委員会、財政再建委員会で検討されてきた現

NORCに内在する諸問題を制度的に整理し、さらに今後の外洋ヨッ

ト界の中心組織として発展していくために如何にあるべきかを検討し

てきたものです。

へ財政再建の方向も見えてきたこの時点で、会員諸兄にこれからの議
論のたたき台として原則の考え方を提示しご批判を頂こうとするもの

です。

基本方針

①公益法人の構成員である個人・法人と艇登録制度を分割し、その役

割を制度的にはっきりさせる。これによって、特別会員と会友制度

は艇（オーナー）登録制度に集約する。

e従来の個人会員に加えヨットクラブ単位の会員制度を導入し、将来

的にはこの制度に集約していくことを推進する。

⑧日本ヨット協会との合同を前提に､新ナショナルオーソリティー(仮

称JSF)の中での位置づけを明確にし、外洋部会としてJSF発展

の一端を担うことができる組織構成とする。

会員制度

①個人会員

現在の特別会員・正会員の区別を無くし全員がJSF外洋部会の会

員となる｡JSFにあっては会報や専門委員会の構成の－部を担い、

応分の費用負担を行う。また現在の支部組織の維持、外洋部会の維

持に会費を充当する。

eクラブ会員

新規に制定する制度で各地のヨットクラブがクラブ単位で入会する。

入会と同時にクラブメンバー全員がJSF外洋部会員となる。ここ

OFFSHORE250

平成8年11月20日現在

（近畿北陸）三井祥功

秋山福夫

（内海）芦田照夫

願川邦子

黒瀬知周

（西内海）岩田行史

（玄海）川村安正

（沖縄）東江正喜

監事加藤忠男加藤忠男

平野喜美夫

支部長

顧問

田中良治

米山義勝

川崎貢

古川保夫

松本四郎

城間祥行

平松栄一

飯島元次

大原淳

塩路一郎

名和幸夫

野本謙作

福永昭

横山晃

渡辺修治

近畿北陸支部長

西内海支部長

玄海支部長

北海道支部長

津軽海峡支部長

常磐支部長

関東支部長

南九州支部長

沖縄支部長

顧問会議長

(玄海）

(内海）

総務委員長

では外洋帆走に関する各種の情報、レース参加資格などをクラブを

通じて提供される。

艇（オーナー・セールNo.)登録

艇（オーナー、セイルNo.)登録は分離し、毎年登録料を徴収する。

ここからは登録事務経費等を負担する。

①個人の艇登録

JSF会員であるなしに関わらずヨットのオーナーは自艇を登録す

ることができる。つまり現在の特別会員はJSF会員でありかつ艇

登録を行っているオーナーであり、会友はJSFに加入していない

オーナーである。

eクラブ会員の艇登録

クラブに所属する艇はクラブ事務局を通じ艇登録を行う。この場合

年登録料の一部をクラブに徴収手数料として還元する。

その他

現在、特別会員が自艇を新規登録している際徴収している登録料を

廃止する。

－方、|MSレースなど公式レースに参加する各艇は、別に定められ

る計測料・|MSクラブ会費など、自艇の活動領域に応じた実費負担

をお願いする。

以上、概要を述べさせていただきましたが、クラブ会員のようにす

ぐに実行に移せるもの、会友艇のように早急に制度の手直しが必要な

もの、日本ヨット協会や関連官庁との協議が必要なものと、様々な検

討要因が山積しておりなお一層の議論が必要かと思います。私どもワ

ーキンググループとしては、現在のように良い意味でも悪い意味でも

節目となる時期に実行に移すことが肝要ではないかとの認識を更に深

めております。会員諸兄にあっても是非これからのNORCの在り方

をご検討いただきたくお願い申し上げます。
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第139回理事会議事録(要旨）
1．日時

平成8年6月29日出’3：00～'5：04

2．出席者

理事30名（出席27名）

3．議題

（|）’996年度収支予算案

（2）新入会員承認について

（3）支部及び専門委員会報告

（4）その他

議事に入る前に並木会長から次のとおり挨

拶があった。

前回の第'38回理事会及び代議員会等でい

ろいろ問題が出て、暫定予算というNORC始

まって以来の異常事態となりました。

皆さんに目一杯協議願ってNORCの本部の

これからどう進むべきかを、よろしくお願い

します。

並木議長から、議事の進行の都合上議題審

議の111頁序を一部変更したい旨、発言があり了

承うえ議事に入った。

議題(2)新入会員承認について

埴原専務理事から、本年2月｜日から5月

末日までの間の新入会員は資料のとおり、特

別会員'0名､正会員'70名､準会員'2名､計'92

名で､総計では特別会員948名、正会員4,019

名､準会員33名､計5,000名となる旨説明があ

り、並木議長から諮られ、’92名の入会が承認

された。

議題(3)支部及び専門委員会報告

池内委員長欠席のため、埴原専瀞里事から

資料3)｢NORC所属海岸局への加入･登録規程

の一部改正等について」に基づき本年3月23

日の改訂により非登金剥廷の無線局加入が可能

となったが、非登金剥廷は免許有効期間の5年

分を前納することに改めることにより、非登

録艇の利用徴収事務処理の軽減を図ることと

した、旨の説明があり、並木議長から諮られ

承認された。また、運用解釈も定められた。

議題(1)1996年度収支予算案

＊過去の収支状況

児玉常務理事(前財務委員長)から、収支説

明補助資料に基づき、大要次の説明があった。

前財務委員長として担当をしていた'988

年～1995年までの会計の推移について、まず

前提条件として、こ理解をいただくというこ

とで資料をまとめたものである。’988年

～'995年まで会費、人件費、管理費等推移。

'988年会費収入､90,91年にわたって､4,000

円の値上げをお願いしたが、92年の2,000円

であった。本部：支部－6：4の割合で配分

本部''200円のアップとなった。

人件費93,94年職員の退職によって管理費

が減ったが、95年に関東と本部が分かれると

いう中で、本年度は分離の中で人件費のその

分を吸収出来なかった。

9'年から事務所を移転した(船舶振興ビル）

が家賃も増えている。本年度については、家

賃の安いところに移った。

事業収入支出の推移現在もこの構造は変

わっていない、事業をやるだけの収入がない

状況が続いている。

特別事業収入支出推移88年～91年まで

特別収入となっているが、93年から特別事業

により赤字を埋めてきている。95年はジャパ

ンカップのみである。

今日の議題別のテーマとなっている会報、

広告収入の推移について91，92年～94年、93

年から落ち込んでいた。

一日乍年から下がる傾向にある。発行部数、

カラー化に伴う発行費の増大がある。

残念ながら更に差がついている。95年度に

ついても大分圧縮しているが、埋めきれない

状態が続いている。

96年予算97年見込みについて、これから

審議していただくが、削減をしていかなけれ

ばならない｡カラーをやめ､白黒にしていく等。

グアム臨時会費・協力金と支出について

92年支出は2,'40万円となるが、直接外部

に支払ったグアム関連経費は|，'30万円であ

る。

95年度、昨年度から一般会計に繰り入れて

いることが、こ理解いただけると思う。私が

担当した後、当初から厳しい状況にあって、

事業収入あるいは特別事業収入によって賄っ

てきた。残念ながら2年をたって92年に会費

の値上げとなった。

いろんなイベントがあって、当初から特別

事業収入が見込めて、値上げが皆さんにこ理

解いただけなかったことは、深く反省をして

いるところである。そういう現状をご理解い

ただき96年度予算をご審議いただきたい。

秋山理事前にも言っているが、とにかく赤

字を出さないようにやるべきである。徹底し

－7－

てやってもらいたい。ここは、はっきりと言

えばNORCは破産寸前である。極端な場合､会

報も事務所もいらない。入ってくるお金の範

囲内でやれることだけをやる。

児玉常務理事私が担当をした時から、いま

お二人の発言と同じ事を言ってきた。不足す

る4,000円値上げしてほしい旨、言ってきた。

当時、事業を増やして、値上げをせずに今

の活動を維持する方法を考えようという大き

な流れもあった。

会費の値上げ、細かい構造的なところに踏

み込んだ議論がなされなかったことも事実で

ある。私が、強く発言をし、2人がおっしゃ

ったことを財務担当として声を大にしてこな

かった､またやりくりで対応をしてきたこ肖へ
の責任は私にある。

＊'996年度収支予算について、鈴木財務委員

長から資料に基づき､大要次の説明があった。

予算の範囲内でやることは勿論であるが、

起こってしまっていることは財務担当として

は、積み上げるしかない。それから先の問題

については、財務を離れてしまう。まず、現

状の中で組んだ予算案について説明をする。

収入について

まず考え方だが、今年度もすでに半分過ぎ

ている段階で、97年度を見据えながら作成を

した。収入については、ほぼ日乍年並みとした。

収入についていろいろと会費の値上げ、レー

スの上納金とか話があるが､本年度でなんー
かするのは無里であるので収入増には盛り込

んでいない。

支出について

家賃関係・管理費関係について、家賃につ

いてはいままでよりも安いところにすでに引

越しも完了しているが、移転経費等がかかる

ので本年度については、前年度とほぼ同じに

なってしまう。これが実際に生きてくるのは

来年度以降である。

人件費について、関東支部・本部の分離に

伴い、理論的には'0の仕事をやっていたもの

が5分5分となる。関東支部力誰友けていった

分、すぐ本部の方が人員を減じれば、帳尻は

合うが､すぐには行えない､タイムラグもある。

管理費の域には見込めないのが現状である。

特別事業については、今期はジャパンカッ

プのみで既に終わっている。結果的には一応



黒字になっているが、これについては、本部

事務局のスタッフが働いた分については計上

されていない。一見200万円黒字となってい

るが、実際的な黒字はもっと少ないと、とら

えた方が適切である。

補助金事業について、負担20％について無

線事業については設置されている支部の負担

ということで、本部の負担は手続関係の負担

のみである。

IMSについては、ほとんど計則委員会･技術

委員会で20％分を吸収出来るようにしてある。

訴訟対策について、これはもともと別会計

声である。今年度500万円支出を見込んでいる。

続いて、細かい点については、収支予算案

を見ていただきたい。まず会費収入について

は昨年並みの4,770万円計上した。登録収入

660万円、レース関係事業6,780万円、内通信

関係収入他300万円、補助金関係を入れてあ

る。

その他の事業収入、会報320万円広告収入

をいれた。これを作成したときには、会報を

なんとかということで予測に立っているが、

これから出されるものによっては、この収入

が下半期に向けて激減する。

その他の事業、保険関係で'80万円でその

他の事業収入計500万円､雑収入62.5万円､頒

一丁物品収入については昨年並みの'50万円。

補助金収入については、これはすでに発生

しているもの｜，'30万円､特別事業収入810万

円、ジャパンカッフ.ですでにすんでいる。後

ほど説明をするが、臨時基金から｜,300万円

を乗せている、収支差額をいれて、収入合計

|｜,064万円を計上している。

支出について

人件費等､管理費計3,762万円、会議費450

万円、レース関係事業、帆走関係は鳥羽レー

スを除いたので30万円､計則400万円､技術45

万円等レース関係事業費計685万円。この中

で計則、ルール関係はと．うしてもNORCがや

っていくために扇氏限の会議費等がかかると

いうことで、最低限積んだ。

間接事業費の会報予算は|，'50万円とした、

今期予算は全体で|,500万円程支出が上回っ

ている。何らかの形で全般的に押さえておく

必要がある。残りでなんとかやりくりをして

もらう、今日現在で会報の支出は900万円で

ある。

総務関係680万円､会員管理委託費等､財務

60万円、会計顧問料を見込んでいる。間接事

業費計|,949万円､会員サービス事業費'50万

円、特別事業費600万円ジャパンカップすで

にすんでいる。収入810万円、支出600万円で

ある。

長期借入金返済については、まったく目途

がたたないから支出にはいれていない。

補助金事業支出|,420万円に対して、収入

|，'30万円の2割負担である。

訴訟対策費500万円､予備費400万円を見込

み、時期繰越金|，'48万円、支出合計|｜，064

万円である。実際的には日乍年と同様になって

いる。

収入欄のその他、｜,600万円は訴訟対策費

が一緒になっている。それを入れても臨時基

金|，300万円がなければやっていけない。

臨時会費は、この赤字をこのまま出すわけ

には行かない。今年度事業で減らしようがな

い。極端な言い方だが、ここて洲帝めてしまう

ということになるが、そもそもNORCとして

何をやっていくのかということだが、｜，300

万円がなければやって行けない。

臨時基金は私の提案であるが、関東支部で

は関東支部基金というものがあり、何かの時

に使っている。

本部として続けていくのであるなら、急渥、

臨時基金を作成して借入れるというやりくり

をしないと、実質やって行けない。

もう一つについては、2枚資料の'997年度

収支概算予算(案）（一部分)について、やっ

ていける範囲内で支出の人件費を2,000万円

にせざるを得ない、管理費は計約4,000万円

かかる。もう少し圧縮出来るかもしれないが、

約4,000万円かかる｡今のままの収入は3,200

万円である。

この3,200万円には訴訟対策費は入れてい

ない。人件費を今年の約70％に押さえて

2,000万円としても約800万円不足する。

間接事業費であるが、会報について、支出

は昨年''560万円から｜，'50万円に減らし収
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入320万円あったとしても｜，470万円かかっ

てしまう、－方収入の方は、1剰黄、頒布物品

を入れても650万円で約800万円不足し､管理

費の800万円､間接事業費を800万円として合

計で約|,600万円不足することになる。

圧縮するが、収入増を図る必要がある。

97年度について

会費収入と間接事業収入として合計が

3,880万円となており、対する支出は6,331万

円で約2,500万円の支出超過となる。

間接事業費の関係で計則委員会の方に計則

収入があっても支出があり、収入に対して持

ち出している。レースをやるための会である

ので、基本的な部分は固定費でみるのか、会

費の中から分担していくのかまたは'00％受

益者負担で行くのか、どう予算組をするか、

97年度については計則委員会で案を出してい

るので検討したい。

最初に戻るが、96年度の予算としては関東

支部と本部が分離したことであり、数字の仕

分けも完全ではないがほぼ出来ている。

本部の経理担当がやめて、5月連休明けか

ら派遣職員が派遣会社からきている。

派遣会社の契約は'0月一杯である。

今まで、実質的には本部が関東のレース関

係の細かい収入関係を見ていかなければなら

なかったため、事務量がおおかった。本部と

関東支部が分かれたことによって、それをか

なり少なく出来るのではないかと思う。

これから下期の経費節減をやり、臨時基金

|,300万円を急邊策定して組み入れた。

この中で訴訟対策費|,600万円の内|，'00

万円を一般会計に組み入れてあるが、来年以

降は借りたものは返さなければならない。実

際には会費の値上げをせざるを得ない。以上

本年度予算案である。

鈴木財務委員長まず、臨時会費は入れない、

値上げはしない、基金もない、これでは予算

の組みようがない。

臨時会費は組み入れたのではなく、実質的

には借入金である。ただし、支出がある以上

借入金にしても借り換えても予算を組む上で

は同じことになる。

事業費関係はストップしてもいいが、ただ

ここで問題になっているのは管理費である。

固定費の支出を明日からやめればいいと言う

話になると、NORCをやめるということになる。



都築理事いま事業活動を止めて、96年度で

これだけ赤字が出る。これをどうするのか、

という問題と、97年度は絶対に黒字にしなけ

ればならない。

児玉常務理事87年～同じ問題を議論し、同

じ問題をやっている。

値上げはしない、では減らせという議論に

はならなかった。なぜか、当時は他の事業で

収益を上げられるではないかということでも

あった。

関東支部と本部との区分けが明確でなく、

本部は関東に養ってもらっているのではない

か。また逆の話もあった。

分ける、分けたが人が増えた。事業も補助

金を活用する体制を作ろうとやってきた。皆

さんの議論のうえでやってきた。

結果として、会計も分けまた実際の活動も

分けていく中で、かつ補助金もよりきちっと

した組織にすべきであるとの議論もした。

そういう議論のうえで、なぜ今になって、

何もやらなくてすむと言うのか、非常に皆さ

んの発言は無責任である。

都築理事大きな変わりは、本部と関東の分

離したことである。本部は楽になるはずであ

る。それを見据えて予算を組むべきである。

戸田副会長NORCが公益法人として本部は

何をやるのか、基本的には会員のプラスにな

ることをやる。

例えば､セールNo.の登録､全部全体の管理

をする。海上保安庁の臨検の対1志また土日

の船の検査の実施、JCIの嘱託検査員となる

（あとに資料がでている)。

いままで、関東と本部が合体していたため、

レース関係の雑用が多かった。ある意味では

雑用がほとんどなくなる。

本部本来の事業をやるために、本部体制は

何人いたらいいのか、先ほど秋山理事から話

があったが、基本的には考え方は賛成である

が、公益法人として役所から照会、連絡等あ

ったとき、誰もいないわけにはいかない、潰

してしまうのは、いかにももったいない。

地方の皆さんが、会員としてメリットを受

けられるように本部がするべきである。

「計則」については、年度の途中であるが、

出来るだけ独立採算に移行する。最小限、本

部がいろんな委員会を開催して、いろいろや

っているが、費用が足りないなら、各支部で

やっているレースから上納金をもらう。

独立事業で本部主催のレースをと．うしても

しなければならない場合は、本部で受けて実

行委員会を作って、本部上納金をもらい実行

委員会がその予算の範囲内で実施する。その

上がったお金は借入金の返済にあてる。また

次の繰越金とする。

基本的には、経常の収入・会費収入で上が

ってくるもので運営をすべきである。

皆さんのお話を聞いてみて、最終的にはこ

んなことになるのかと考えている。

更に皆さんのこ意見があるでしょうから、

知恵を出してもらいたい。

もう一つ、私は常々、児玉氏にも申し上げ

ているが、過去会費の値上げを要求してきた

が、皆さんが応じなかった。事業も一生懸命

にやってきた。児玉氏一人でやってきたとは

思っていない。事業をやってきたために本部

らしい仕事はあまり出来なかった。それで一

昨年から理事にはいっているが、いままでこ

ういうことで収支は少なくて出来ないという

説明を聞いた記憶がない。児玉氏に叱られる

かもしれないが、地方の皆さんもその点は理

解していなかったのではないか、私も理解し

ていなかった。

小林副会長私は副会長となり4年になりま

す、地方の代表という形で言うと、それぞれ

の支部は40％の中でやっている。児玉氏力一

生懸命にやっていただいて、私は経理的な知

識がないかもしれないが、経営者として収支

の形だけは分かっているつもりである。これ

を見たとき、何だか分からない。〈たか号>資

金がこれだけ本部へ貸し出したとか、臨時会

費の収支がはっきりしていないし、正確では

ない。よく理解しにくいところがある。

現時点になったら、何か手段をもってやら

なければならない。リストラをするとか、オ

フショアを非常に残念であるが、おもいきっ

て中断をする。

前回、私はオフショアに関しては賛成論者

であった。特に地方においてはオフショアを

読んで、NORC会員として意識するオフショ

アそのものはよろしいと会員から聞いた。

現時点で、こういう収支になっていたら、

何か考えねばならない。オフショアも思い切

ってカットをする。2～3年して経常収支も

プラスになってきたときに、また発行すると

か、何か手段を講じないと今日の代議員会に
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おいても、おそらく皆さん納得されないと思

う。

秋山理事将来永劫に会費を値上げをしない

と言っているのではない。本部がきっちりし

た姿勢を示し、ほんとうに頑張っているんだ

と示されれば、皆んな出すと思う。

物価も上がったことだし、大変であると思

うが、その姿勢なくしてやることは反対である。

鈴木財務委員長本部が関東と分かれて、本

部の仕事が軽くなったはずであるとのこと、

そのとおりかと思う。本部の方もそのとおり

に整える。ただし、こまかいことで本部の会

計システムはカシオからのリースである。今

リースを切っても、リースの残があり契約もへ
再来年の冬まで続いている。それらをふまえ

て来年、再来年の計画を立てる。今年の予算

の中ではどうしても支出がでてくるものもあ

る。

リストラ、経費削減の効果がでるのが来年

になるものもある。まったくやっていないの

ではなく、その辺もやっているのでご理解を

いただきたい。

戸田副会長児玉氏の'0年前の議論だが、事

業をやって収入を上げていくことは、出来れ

ばそうしたらいいと思う。事業を請け負って

お金力残るようにする。

それは返済にあてる、支出としてつぎ込ん

でいくのはダメで、経常的会費収入で本部の

運営はやっていかないと、いままでと同じつへ

まずきをすることになる。

石井(竹)理事一旦停止してもよいから、健

全財政にしたい。停止しないでやっていくと

いうことであれば、現時点で、訴訟対策費を

|，'00万円使ってなおかつ、’千数百万円が

不足することになると財務委員長が言うのは

しょうがない。

我々はここで、一旦、断ち切って委員会予

算を停止して、その後で法人としての障害が

出るかどうか各委員会から出してもらう、停

止してもよい委員会はいくつかあるはずであ

る。今年はここまできてしまったと言って、

代議員会を通るはずがない。

一旦、停止するという荒療治をし、そして

なおかつ、デコボコは修正をしていかなけれ

ばならない。来年度に関しては鈴木氏の展望

で話をして、値上げをするのか、しないかを

検討しないと、去年から一歩も進んでいない

ことになる。



鈴木財務委員長全体の数字を見ると、半年

走ったあとで、終わりの半年を各委員会の予

算を削っても勿論小さい数字も大事だが、大

勢に影響がない。

その中で委員会で影響があるのは、計則委

員会それから会報委員会である。

会報については、｜，'50万円の予算を組ん

だところ、900万円出ている。会報について

は、一切途絶えてしまうか、それから第3種

郵便をやめて、今年度は単なるコピーだけを

流すのか、判断をしていただきたい。

計則委員会につきましては、バッサリ止め

てしまうと、これからの計則が受けられなく

なる。

へ鳥羽レースの'00万円ですが、関東支部と
東海支部との話し合いで本部にお金が入るよ

うな話になっていないので､今から見込めない。

もう－点ですが、国際会議に出られない、

－回30万円、今年すべて止めてしまうより

も、他を削るとか、来年度に向けた方にエネ

ルギーを使うべきかと思う。

高橋理事97年度に絶対赤字を出さないと

いうことは、今後の展開の中で絶対必要なこ

とであると思う。

そういう意味で97年度は絶対受け入れら

れないと思う。97年度収支が均衡すると想定

して、その中で今すぐ出来ることだけを今年

やった場合に、赤字がいくら出ようとそれは、

一個人的意見として、今までの赤字は帳消し

にしてもよいと思う。それでも97年に又赤字

へがでるということは、あらゆる事を考えて、
過去数ヶ月間の議論のなかで最低のペースで

はないかと思う。

並木議長議論もまだまだあると思うが、’5

時から代議員会がある。この理事会で96年度

後半、次年度の予算案がまとまらない。

皆さんの意見も相当出たが、NORCの本部

がほんとに本部として公益法人としての仕事。

3年前に補助事業をやることになり、NORC

の本部の事務局体制がなっていないとのこと

であり、その体制を強化のため｜人～|､5人

がいる｡

’5時までの代議員会までに、まとめなけれ

ばならないので、今までの皆さんのこ意見を

踏まえたもので、報告を出していただきたい。

都築理事一つ、97年度から黒字に絶対にす

る。二つ､96年度は極力縮小する｡出来ればオ

フショアを切る。と言う決議をして、本年度

の赤字については、見えたときに検討をする。

来年度は、黒字を絶対作ること。

戸田副会長時間もないので、今まで皆さん

の意見を集約させてもらう。もう一つの問題

は、運転資金がショウトする問題である。

●収支問題

（本部）本部活動をするために最小限の

人員にする。幾つか案があるが、

そうせざるを得ない。

（事業）今まで走って来たものはしょう

がない。計則は極力来年にならな

い内に独立採算にしてほしい。

会報は皆さんの意見を集約すると、しばら

くやめる。ただし、今まで本部が本部として

何をやり、どういうところと折衝し、陳情し

ているか、本部がどういうことをﾈ鏥寸してい

るかということを、会報にあまり載せていな

かった。

これから地方との連携ということも考えて、

本部活動のリポートを地方支部へ流していく。

今走っている事業を完全に止めることは出

来ないかもしれないが、極力圧縮することで

ある。私はそういうふうに受けとっている。

また、言いにくいが、本部は3人（専務｜、

職員｜、アルバイト｜）、それで会計に関して

は、地方との連結決算をやめる。本部の方は

地方支部に対して交付金を支出したら、それ

でおしまいにする。

支部においては、支部交付金を受けたら、

税務署から監査があっても大丈夫のようにき

ちんと収支を明らかにしておくことである。

極力、手間ひまを、はぶいていく、本部の

事業というペーパーがあるが、これを持ち帰

って、読んでこれに対する意見を出してもら

う。本部というものは、そこに書いてあるよ

うなことをやって行く。

林理事計則を独立採算でやると、計則料金

の値上げとなる。

戸田副会長レーティングオフィスと計則委

員会とオーナーとして、問題を解決してほしい。

鈴木財務委員長先ほど石井氏が新しい数字

を入れているが、当然委員会で、委員会の統

廃合を含めた予算ということである。詐則委

員会独立採算が出来ないという事であれば、

本部としては計則委員会分を見る必要がある。

戸田副会長今から'0分で、これ以上をまと
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めることは不可能である。

こ賛同いただけるなら、私が先ほど申し上

げましたような、基本的な方針での今年度予

算極力圧縮した形で、出来るだけ早い機会

に皆さんにお送りする。来年度に向けて、問

題を雲里して会費だけでトントンになるよう

な事業の展開を考えてみる。

借金、運転資金はと,うするのか、事業をや

ってプラスとなったものは、返済分を本部基

金に積み立てしていく、そういうようなやり

方になると思う。

今まで本部、関東支部一緒だったが、分か

れて関東支部も各支部と同じスタイルになっ

て来た。

これからと．うなるかということが分かれば、

何とかできるとも思うが、今の本部状況では

先が見えない。

並木議長まとめとしまして、オフショア休

刊の件ですが、しばらくの間、休刊せざるを

得ないと思うが、皆さんよろしいか。

議長から諮られ、了承された。

職員を減らす、計則も今後は独立採算とす

る、委員会活動はお金をかけずにやる、運転

資金がショウトする、かっては個人が対応を

していたが、もうそういうことでなく、みん

なで早速お願いしなければならない。

小林副会長この席で戸田氏にお願いするこ

とになる。構造改革委員会の委員長として。

並木議長皆さんいかがですか、戸田氏を委

員長としてお願いすることについて、議長か

ら諮られ、了承された。

戸田副会長今年度予算と来年度予算につい

て、先ほど申し上げましたように、ある程度

雲里しだしたものを皆さんにお送りしたい。

これからの事業の展開に密接にからんでい

る、と÷うせやらなければならない仕事と思っ

てましたが、責任重大であると思った。

並木議長運転資金の問題等、新しい委員会

にお願いしたい。

議長から諮られ、了承された。

並木議長議長から戸田氏一任で、臨時基金

を集めることについて、諮られ、了承された。

他に、質疑意見等はなく、以上で審議を終

了し（'5：04)、第'39回理事会を終了した。



第140回理事会議事録(要旨）

1．日時

平成8年9月8日(日)||:00～|3:40

2．出席者

理事30名（出席28名）

3．議題

（|）－部規程改正の件及び新入会員の件

（2）’996年度収支予算案

（3）支部及び専門委員会報告

（4）その他

議題1）一部規程改正の件及び新入会員承認

の件

埴原専務理事から、資料に基づき職員就

業規則」第8条（勤務時間および休憩時間の

変更）の一部改正について、従前毎週月曜日

から金曜日まで職員｜名を'9時まで勤務さ

せることになっているが、本部・関東支部と

の分離事務所の移転及び職員の縮減に伴い、

事務局職員の勤務時間は原則どおりとし、特

伊働務を廃止したい。

また新入会員の承認について、本年2月か

ら8月末までの新入会員は資料のとおり、特

別会員20名､正会員252名､準会員'4名､計286

名で､総計では特別会員957名、正会員4,098

名､準会員35名､計5,090名となる旨説明があ

り、並木議長から諮られ、職員就業規則｣の

一部改正及び286名の入会が承認された。

小林副会長より議題に関しない特別発言あり。

小林副会長私は責任を感ずる、副会長とい

う立場にいるが、過去2期4年間にわたって、

会長のアシスタントをしなければならない立

場にあった。

何かお手伝いをしなければと思いながらも、

過去の体制の中そして38年のNORCの歴史の

中で－つのクラブから発展して社団法人とな

り、そして大きな組織になり、時代の背景の

中でバブルが崩壊し、そして〈たか号＞事件

があり、バブルの崩壊と同時にスポンサーを

失ったり、会員の減少という形の中で、過渡

期の4年間であったと思う。

今、NORCにとって大問題であると思って

いる。財政面において、約3千万円の赤字で

ある。或る一部の方々の賛助金によって、そ

れを賄うということは不可能なことである。

これは、全国のオーナー、正会員の方々によ

〈理解をしていただいて、賛助金を募集する

形を取れば､私は、NORCのオーナーの方々は

理解をしていただけるものと思っている。

しかし、そのような手段をとろうとしたと

き、2期4年間並木会長を中心として私が副

会長、財務委員長に児玉氏という形で執行部

を引っ張ってきた。

この執行部力継続した状態の中で、全会員

の方々、そして代議員の方々に理解を得るこ

とは無理なことと思う。

私はここ一週間ほんとうにいろいろと考え

ました。皆さんからいろいろとこ意見をいた

だき、会長からも電話をもらったが、戸田副

会長は新規の副会長であります。

私は、今ここに辞表を持っている。現在の

執行部、会長、副会長、常務理事がいったん

辞任をするという形をとって、戸田氏に会長

をやっていただく。そして、私も理事として

残していただいて、並木会長も残らしていた

だいて、戸田氏をバックアップして再建に地

方も含めて全理事が結束して、オーナーに理

解をいただく事態に来ている。

－つ不満に思っていることがあります。た

またま再建特別委員会の席で関東の理事の

方々が集団的形の辞表が事務局に来ていると

のこと、これは考え方によっては、一種の逃

避行為になる。なんとか辞表を出された方も、

辞表は取り止めていただきたい。

本当に責任をとるのは、並木会長と私と児

玉氏でよろしいかと思う。

以上動議を出させていただきます。

並木議長先週（8月28日）の政策委員会に

出席したところ、在京理事'5名中何人か私あ

て辞任届の提出があった。昨日’5名中｜|名の

提出があり、私カー応預かっている。

先ほと両副会長とも相談をしたが、関東か

ら'5名中｜|名ということで､非常に大きな問

題である。これは、小林副会長からお話があ

りましたが、単に責任のがれではないと思い

ます。

私が会長になったのは昨年でありまして、

一日乍年会長代行、関東支部長で副会長をやっ

ておりまして、お金を貸す方から一年たった

らお金を借りる立場となった。

11－

ということで非常に混乱をしている。

私の代でどうにもならなくなったのではな

く、長い間にそのようになってきた。

戸田副会長それに関する考え方は、後ほとﾞ

述べさせていただくとして、今日の議事進行

の関係から、今の問題については最後にご検

討をいただいてはいかがか。

今日は報告等いろいろあるので、出来るだ

け早く終了をして、それから今の問題に戻っ－
てはどうか。

＊並木議長から議事進行の都合上、議題審議

の順序を変えて先に進めたい旨、発言があ

り、了承され議題3)に入った。

議題3）支部及び専門委員会報告

●支部

○鳥羽パールレースのカップの扱いについて

（東海支部）

者礫理事から資料に基づき説明があった。

＊古川関東支部長鳥羽パールレースは東海

支部主体で実施してほしい、カップ管理を

含めて東海支部におまかせする、関東はお

手伝いという形でお願いしたい。

並木議長から、諮られ、了承された。

● 専 門 委 員会へ
○|MS証書の署名及びORCサブミッションに

ついて、林理事から資料に基づき、次のと

おり説明があった。

|MS証書の署名は、本部計則委員長であ

る大橋氏が、実務をやっている方がサイン

をするのが_番スマートであるということ

で、大橋氏が行うことになった。この件に

ついてはすでにORCに遷絡済みである。

資料の下に、チーフメジヤラーとして私

の名前が書いてあるが、大橋氏に替わって

もらいたいと思っている。

ORCサブミッションはすでに期日を過ぎ

ており、提出してある。8月28日の政策委

員会で賛同を得たと聞いているが、内容は

限られたものである。

●NORC会員制度及び艇登録制度の見直し

案



埴原専務理事から、この資料は前回（8

年3月）の理事会に提出された、児玉理事

がまとめた資料と同じものと、石井（竹）

理事が整理した資料であるとの説明があり、

石井（竹）理事から、この資料は今日この

場で検討をするのではなく、皆さんに検討

していただき、こ意見を出してもらいたい

旨、説明があった。

並木議長それでは、本件については｜|月位

へまでにお願いします。

へ

議題4）その他

埴原専務理事から参考資料（5項目）に

ついて、－通り簡単に内容の説明があった。

議題(2)1996年度収支予算案

●再建特別委員会の報告

戸田再建特別委員会委員長から、資料に基

づき大要次のとおり説明があった。

－番大きな問題は、基本的な考え方の問題

ではないかと思う。再建特別委員会でﾈ鋸寸し

今まで知らなかったこと、気づかなかった事

があることが分かった。まず所感であるが、

忙しく纒めたもので、必ずしも正確でないも

のもあるかも知れないが、私の感じたところ

を第一に説明をします。

日本外洋帆走協会の財政状況を過去数年、

活動状況を含めて検討をした。

’989年を初年度として、基本的にはずっと

赤字体質であったと認めざるを得ない。

その問、一度会費の値上げをしている。

'991年から訴訟対策費として臨時会費を徴

収している。特別事業収入をみてみると、か

なり大きな額のお金が入っていたときがある。

年によって異なるが、それなりに支出もあっ

て、結果的には財政状況を救えるような形に

はならなかった。

それと大きなところは支出である。グアム

訴訟対策のための臨時会費のうち、弁護士費

用等裁判費用を除いた分は一般会計の中に入

れて、そのまま使用されている。

これは前にも一度問題になっているが、今

までi吏った分についてはすでに理事会の承認

を得ていると理解している。

関東からの借入金、’989年に750万円借金

をしている。その後、借りたり返したりをし

ている｡残高をみると、’995年に｜，740万円の

借入をして、結果的に3,'40万円の借金が残

っているという状況にある。

ここに書いたように、かなり食いつぶして

きている。しかも、’989年の繰越金|,700万円

位あったが、それも合わせると’989年以後今

年度まで累計’億円近いマイナスが出てきた。

財務委員長としては、大変な努力をされた、

事業によってその穴うめをしようとしてきた

ところがある。

今だから言える部分があるかもしれないが、

事業をすればそれだけ本部も忙しくなる。本

来の本部としての仕事も出来ないということ

になり、そして支出も膨らんでいく。一般管

理費も膨らんでいくし、事業費も膨らんで行

く。私の感じであるが、事業を行って歳入が

非常に膨らんでいる年はと．うしても支出の管

理が散漫になる、ルーズになる性格がある。

過去の収支状況をみると、収入がかなり膨

らんでいて、支出はそれ以上膨らんでいる。

それをきちっと予算どおりにおさめ得なかっ

た。

－つは、赤字体質をうめるために大変な努

力をして事業を行っていたが、全体的にみて、

実になっていなかったという失敗を繰り返し

ている。

もう一つは、関東支部との合同運営である、

一緒に運営されていたので、その業務の所在、

財務管理の責任等、あまりはっきり出来なか

った。なんとなく相互依存形であった。誰か

がきちっと責任をもって筋をとおすことにな

っていなかったのも原因の－つである。

結果として、財務の責任者である財務委員

長がいろいろな工夫をしてきているが、資金

のショート、これを自分で対応をした。これ

だけの赤字があれば運転資金は当然不足をす

る。そうすると自分で調達せざるを得ない。

そこで自分で資金を調達して運営をして来た。

会社で言えば倒産させないために、運転資金
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を借入れ投入しやってきた。

そういうことも、毎年赤字であったことも

財務担当者としてそのまま容認しておいては

公益法人の財務としてはあるべき形ではなか

ったと言える。

今後と．うするのか、’996年については、今

まだ予算が承認されていない。

もうかなり経過をしている、6月いっぱい

で支出をストップした。その後どうしても避

けることの出来ない支出だけは、改めて今年

度予算を組んでいる。ただ、これ以上切り詰

めてやれるところはほとんど残っていない。

’997年は基本的には収支を均衡させるこ

とを大前提とする。今後の本部運営の問題で

あるが、これから実際の活動は支部におまか

せをする。

本部が事業を行わなければならないとき、

本部の肩書きをもった業務をしなければなら

ないとき、直接イベントを引き受ける場合が

あるかも知れないが、その際には実行委員会

を作って、場合によっては外音隠語ﾓをして、

そのマイナスを本部に及ばないようにする。

しかも、可能な限りそういうところで増収を

図って行かなければならない。

本部の運営については、ここまで切り詰め

てくると

①事務所と電話連絡だけをおいて、あとは

会長、副会長、理事等ボランティアで対

応をして、実質的な事務局はない。

②別添に本部業務を示してあるが、最低限

の形の事務局をおいて予算の範囲内で可

能な限り実施していく。

勿論、本部というと二つの選択がある。地

方支部及び会員を含めて意志疎通をよくする

ために、今までオフショアが果たしていた役

割としてのインフォメイションは出していか

なければならない。それも予算の範囲内で実

施していく。

いずれにしても淵舘命として申し上げますと、

第2を選択をしていくべきではないかと思う。



過去実質的には’億円位の赤字があり、関

東から3,'40万円の借金がある。

96年度予算の見通しで約2,000万円の赤字

が出る。

そういったものをと．うしていくのかという

問題が残っている。

本部には運転資金として、それなりのお金

が常時なければならない。96年には約|,000

万円位は必要である。それ以上に｜，'00万円

位借金しなければならない。これについては

臨時基金の話しがあるが、それの整理も後ほ

ど必要であると思う。出来ることなら、｜，'00

万円分については臨時の会費等で解消してい

かないと、今後の運営がうまく行かない。

●再建特別委員会の報告

委員会を計3回開催をした。メンバーは私

に決めさせていただいた。大儀見氏と児玉氏

はオブザーバーになっていただいた。

報告の内容について

97年度予算は健全財政であることが前提

でないと、96年度予算執行も認められないと

いう経緯がありましたので、97年度はどうい

うことが出来るか、収支均衡が非常に厳しい

ところである。

後で鈴木財務委員長から説明がありますが、

収入は96年度会費収入の90％としてある。こ

れは少々あまいのではないかとの指摘もある・

会報は非常に大きな課題であり、会報（オ

フショア）がなくなると会員が減るだろうと

思う。だからといって今までどおり発行をし

ていたら赤字がそれ以上に増えることになる。

厳しい選択だが、お願いして7月号で一時ス

トップをした。

その後一度だけ現状を会員に伝え、また理

事会の結果も含めて本年｜回だけ出すことを

考えている。

97年度は最高4回位、本来の会報の目的は

会員と本部とのコミュニケーション、或るい

は本部と支部とのコミュニケーションが主た

る目的である。予算の範囲内で、白黒で年4

回、300万円。

各委員会については業務の内容からして、

非常に厳しくなるのは計則委員会ではないか

と思う。

ルール委員会のように、全然収入のないと

ころは会議の開催等最低本部負担はある。

本部の事務局は可能な限りスリム化する。

最終的にはと‘ういう選択をするのか、①の選

択をするのか、②の選択をするのか、その中

間で行くのか。というようなことが考えられ

る。

今後のことになるが、事業収入とか、レー

スこ･との収益金或るいは収入が予算を上回っ

て入ってくるようなときの不時の利益は、借

金の返済にあてる。或るいは、運転資金に積

み立てる。

これから、増収案を考えねばならない。

会員の扱い、艇の登録の扱い、その他我々

の方にお金力賎るイベントの実施など、来年

度予算が皆さんのこ承認を得るような段階に

なるまでに、或る程度固めなければならない。

96年度予算だが、前回の理事会で6月末で

しめた。7月｜日からは必要最小限とする、

再建特別委員会が認めた場合には、支出可能

という原則で運営されていることを、こ理解

いただきたい。

リストラも本年出来ることをやる、今年ど

こまで出来るか努力してみる。

先ほど話したように、今年約2,000万円の

赤字となる。訴訟対策費から約|,000万円借

入が必要になろう。

本部事務局が6月に移転をしているが、家

屋費の削減は来年度から効果が出る。

会報は先ほど話したが、今年はもう一度出

す。その他インフォメイションとしてメール

の形で通信連絡は必要かも知れない。

〈たか号＞対策委員会については、実際に

かかった300万円位支出になっているが、残

りの部分の|,000万円の｜／4～｜／5位は

本部でもそれだけ費用が発生しているので、

本部の一般会計への繰り入れを認めてもらい

たい。
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’80万円と書いてあるが、200～300万円位

である。

訴訟対策費から980万円借り入れることに

ついて、理事会・代議員会で説明をして承認

を得る。

訴訟文様費は一般会計と分割で決算をして

いく、そういう形を取るべき性格であると思

う。

関東支部から支部基金の借入金
へ

’989年から発生している、現在の借金の残

高は､3,'40万円。これはいろいろな問題があ

って、本部と支部が分離する際に明確にして

おくべきであった。

最近の関東支部のメンバーにとっては、

我々だけの資金と思っておられるが、過去の

長い歴史の中で本部と関東支部がいっしょに

運営されてきた経緯から、特別基金は不時の

支出に当てるとする考え方からすれば、個人

的には、幾らかは本部へ振り分けるべきであ

る。その点を明確にする為、関東支部と本部

とが協議して決めるべきである。

関東支部からの借入金については、当面、

返済出来ない。

運転資金(臨時基金)ということで､児玉常へ
務理事と並木会長がいろいろ声をかけている

が、私も協力するつもりである。

琴云資金を集めなければならない。マイナ

ス約|,000万円については、一時的に解消を

しておかなければ琴云資金はない。

そこをどのように雲里していくのか、本日

の理事会の問題である。

特別会費で今年度中に解消をしておかなけ

れば琴云資金に不足を来す。倍くらい集めな

いと運転資金とならない計算になる。

本当の運転資金を考えると、本来理事会で

決定をして、一部の会員から協力してもらう

べきである。

基本的には、臨時基金は運転資金という性

格だが、予算に組み込んでマイナスになった

部分を埋めてしまうというようなことが永遠

に繰り返される恐れがある。



●増収方策案などについて

臨時基金を必要とする案については二つの

要素がある。

（|)今年度に｜,000万円が必要である。

（2渥転資金がショートする。

①全会員から3,000円～5,000円を､②今年

に関する限り本部：支部の割合を6：4

→7：3とする。

③オーナー会員のみ｜万円～2万円払って

へもらってはどうか、或いは、④人員割り
で各支部に割り振る。

というような意見がある、皆さんに検討をし

て決めていただく。

訴訟対策費ですが、約半額は実際の費用と

し、残りの半額の－部は本部の一般会計に繰

り入れ、その残りは長期返済にあてるという

のも一つの方法。

レースにおける収益案として

司艇|,000円～3,000円

NORCの登録艇(セールNo.)、年度登録制度

の新設、いわゆるセールNo.の更新料の徴収。

本部業務については、先ほど説明をしたが、

②の業務をすれば、我々の活動が盛んになる

今しまた会員が増加するということで考えて行

かなければならない。

児玉常務理事戸田再建特別委員会委員長か

ら報告並びに所感がありましたが、一言申し

上げて新財務委員長から、これからどうする

という話をしていただきます。

ただ今の内容につきましては、まったくそ

のとおりでありまして、付け加えるものはあ

りません。

ここにいる責任については最大限せめをお

う立場にありまして、先ほど動議をいただき

ました内容につきまして、私の立場から言え

ば会長、副会長の責任については、私の監督

責任という点での話だと思いますので、大変

恐縮しております。

戸田委員長所感の中で、あるべき姿として

は当初から強く訴えてこ理解を頂くことが大

変大事なことであったにもかかわらず、それ

がなられずに日常走り回って、何とかつじつ

まを合わせる方向に動いたことは事実であり

ます。

そのため今日にいたって大きな混乱を招い

た、すべて責任をとれるわけではありません

ので、今後も含めてお手伝いをしていきたい。

－つ皆さんにお願いしたいのは、先ほと．ら

い報告がありましたが、また大儀見氏のこ･指

摘の様に、なに－つ決まっているものではあ

りません。

私が一番会計担当として悩んだのは、決ま

らない方針の中で運用する難しさである。鈴

木財務委員長が説明される内容につきまして

理事会でこ支持をいただいて、いろいろ異論

はあろうかと思いますが、代議員会を乗り切

って頂きたいということをあらためてお願い

したい。

ここで結論を作っていくということでお願

いしたい。

もう一つ申し上げたいことは、色々塞命は

あろうかと思いますが、実際お金がなくて、

ご指摘のとおり個人的にやったこともありま

すが、今回は有志に声をかけさせてもらって

おります。

財政再建の検討委員会の中で、もういたし

かたなしとのことであり、ぜひこ．理解並びに

こ協力を賜りたい。

大変申し訳ありませんでしたと同時によろ

しくお願いします。

●1996年度収支予算(案)及び97年度概算予

算（案）について

鈴木財務委員長から資料に基づき、大要次

のとおり説明があった。

すでに半年以上過ぎているが、基本的には、

6月29日の理事会提出した資料とあまり変

わっていない。今までと違うのは、通常総会

にだすような補助事業等を入れたりして、一

般の方には分かりづらい面もあったが、見や

すい形のまとめ方をした。
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96年度収入

収入は95年度の90％をみた。会費収入

2,853万円、艇登録593万円、訴訟対策事務局

負担分として、訴訟対策費の中から'80万円、

総務費'30万円、管理費関係の小計3,756万

円。

各委員会関係の収入490万円、会報事業･レ

ース事業等で|,392万円

合計5,638万円となっている。

96年度支出

管理費|,000万円､人件費3,000万円､総務

費686万円、会議費450万円、合計5,'36万円。

予算（案）の同じような資料が最後の頁にあ

るが、本年度まで全て決算を行っているわけ

ではないが、6月末現在の数字をカッコ書き

でだしてある。

資料の数字にずれがあるが、時間的なずれ

である。その中支出の方で管理費3,299万円、

委員会関係で7月から支出をストップという

ことで最低限731万円、事業関係|,836万円、

レース事業では既に決算がでている。委員会

活動について必要なものはあげてあるがここ

の数字はまた検討をしていく。

支出で管理費、人件費、総務費、会議費等

で予想として､会議費が7月以降420万円､人

件費については|,450万円、総務費について

は削っている'20万円。

人件費約200万円、総務費と会議費で約△

300万円となるので、管理費のオーバーは約

200万円位である。

会費収入については、昨年の90％で行ける

かどうか。96年度は約2,000万円の赤字とな

らざるを得ない。他に削るところはない、あ

とは、あとの短い期間にどこまで事務局が出

来るかである。

前回6月29日の資料､訴訟文様費から借入

として収入計上をしたが、それをやると又収

入が多くなるように見えるので、今回はそう

いうものは全部外してある。

この2,000万円の足りない今年度分をどう

するのか、先ほど戸田委員長の話があったよ

うに、－は訴訟対策費から借りる。一つは臨

時基金からうめる。



97年度については、数字から追いかけて作

った。

会費収入関係で管理費を賄うということで

管理費関係収入3,735万円､支出3,480万円と

した．

委員会収入565万円、支出656万円、これは

計則委員会関係の予算がおおくなる。

受益者負担ということが基本的な考え方で

あるが、これは完全に±0には出来ない。

97年度の数字でも委員会としてはかなり

無理があるとのことである。

会報事業については、オフショアは休刊に

なっているが、協会がやっていることを皆さ

んにお知らせする必要がある。最低ぎりぎり

で、年4回で300万円。

会員サービス90万円、96年度と同額であ

る。

レース事業に関して本部で持つレースはな

いということで0とした。

何らかのレースがあれば、ここに何らかの

数字が入ってくる。

来年度は収入4,550に対して､支出4,526万

円、24万円の黒字となる。

訴訟対策費予算（案）

収入|,600万円、支出は裁判費用300万円、

特別安全対策費'40万円、事務局経費'80万

円、本部貸付金980万円、計|,600万円。

●|MS計測料値上げ（案）

林理事から資料に基づき、次のとおり説明

があった。

戸田、鈴木両理事の説明がありましたよう

に、各委員会で独立採算でやってみるよう指

示があり、計則委員会としては本部に直属し

ていたが、レーティング委員会というのを独

立させて、現在油壺の方でレーティングオフ

ィスを開いている。その費用も含めて、まっ

たく受益者負担ということで考えると、この

ような値段になります。

およそ2～3倍となる。

これは計則の手当とは別である、計則の料

金の中にはORCのレビーを含み、本部でやっ

ていた仕事と、計則員の手当と二つあるが、

計則手当は従来どおりである。いままで本部

で扱っていた部分の計則料金をこのように値

上げをしてもらいたい。なんとか落ち着くの

かというところである。

実際にオーナーの方、レースをやっておら

れる方は大変な負担となるわけである。新し

い執行体制で行きますとこのような値上げと

なる。

小林副会長戸田委員長からの報告、一つの

方針のようなものが出ている。まず、－つの

けじめが必要である。今出ている辞任届を撤

回してもらいたい、並木小林児玉氏が古

い体質を改め、ほんとうにNORCを救うため

私も副会長を辞任して、戸田氏を会長として、

皆でバックアップしていきたい。本当に腹蔵

なく言ってもらいたい。

石井(正)理事基本的に賛成である。私は分

からないまま辞任届を出したが、撤回します。

ただ辞めればすむものではない、責任をもっ

て立て直していく必要がある。

小林副会長の意見にまったく賛成である。

戸田副会長ものを申しにくい立場ですが、

一昨年石原前会長が突然辞任して会長を引き

受けるようとのことでしたが、役所の都合が

あって引き受けられなかったため、皆さんに

こ迷惑をかけました。

当時のことを考えると、NORCの運営の実

態を何も知らなかった。児玉氏にも、あなた

方は私に会長をやれと言ったが、あれは本当

にそうならば、私は編されたのだと言った。

今後、日本外洋帆走協会がどういう方向に

向かっていくのか。今までのﾈ籟寸課題の中で

日本ヨット協会との合併問題もあり、財政問

題は解決しておかないと、対等合併というこ

とは不可能である。

日本外洋帆走協会は健全な形でやっていか

なければならない。

理事の皆さんにはそれぞれ委員会を背負っ

ていただいているわけだが、このあいだの辞

表を出せということは再建特別委員会が言う
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べき性格でもないし、と'こかのはずみでそう

なったのか時間的にもかなわない。もう付き

合っていられないということが、正直なとこ

ろだ。先ほど無責任の話が出たが、皆さんが

本気でやらないならば、私もやるつもりはな

い。副会長を辞めるだけではなく、理事も辞

めたい、これが本心である。

私はこれから執行部体制が出来る瑠言が持

てない限りは、そういう話はうけられないと

いうことが前提である。
へ

小林副会長戸田氏の言うことはよく分かる。

NORCが今後38年の歴史を守って行くために

は、戸田氏にやって頂くしかない。代議員会

も2回すでに流れている、今日そういう形が

とれなかったら社団法人としてのある種の形、

会員に信用がなくなる。すでに会員の中にも

NORCはいったいとゞうなっているのか､つぶれ

そうなのかとか、言ってくるオーナーもいる。

会費の徴収、会員を増やそうとしても増え

る可能性も少なくなる。私は並木会長には申

し訳がないけれと‘も、戸田氏に会長になって

いただいて、今日代議員会の席で新会長とし

ての施政方鈴寅説の形で、この再建案の話を

していただいて、理事会も本当に一生懸命に

やっていくという、代議員の理解を賜るようへ
な話をしていただきたい。

並木議長｜|名辞任届、関東支部の理事の皆

さんから不信任案をもらったと思っている。

||名の方々はNORCの再建を放り出して知ら

ん顔をするという意味ではないと思う。これ

は私に対する不信任案ということであるのか。

'5名中自分も入れて。

古川理事責任を感じながらのことだと思う

が、その｜人である。

今3人が決めていただいたものに対して、

どうにでも対応をするという辞任である。

石原氏の時もそうであった。ほんとうに戸

田氏に新し〈ということで、代議員会も説得

しながら、我々理事も協力をして葬っていく。

石井(竹)理事私は辞表を出していない、

個々に考え方が異なる。

今古川氏の話しがあったように戸田氏にや
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ってもらうにしても、今すぐ副会長、常務理

事を決めるわけには行かないのではないか、

戸田氏に会長をお願いするにして、副会長、

常務理事は今年いっぱい考えてもらい、小さ

な委員会のようなもので執行部をやり、たと

えば、再建委員会を少し規模を縮小して、3

人～5人位の理事が委員会みたいな形で、戸

田氏執行部として援助をしていく、その人達

は戸田氏も忙しいだろうから、皆で補佐して

孤立させないように皆でやっていく。

並木氏の時もそうだと思う、皆力補佐しな

いということ自体が問題であった。補助すべ

き立場の人は、きちっと補佐をする。立てて

いかないとうまくいかない。

来年までには、すっきりしてもらう。並木

氏等前役員の人は理事として残ってやってい

ってもらいたい。

鈴木財務委員長私も辞表を出しました。理

由は先輩方がやってこられて、半年経っても

今年度は赤字になってしまう。過去の人達に

責任があったのではなく、この6カ月の中で

思い切ったことがやれなかった。これは責任

があると思った。

変わらないのであるなら先輩方がやってき

～た過去の長い歴史力面々 と続いている、その
れを変えようと思っても難しいと思った。

会に対して、何らかの意志表示をしなけれ

ばいけないのか、もう－点は黒字にできない。

3月に単純な値上げ案を出させてもらったが、

反対された。リストラがあり経費節減を図っ

た。それは限界に近いことをやらざるを得な

い。6月に拒否され、そうしますと残された

仕事はない。再建特別委員会でまだ結論はで

ていないが、来年に対する希望としては、訴

訟対策費予算を一般会計に何割かを繰り入れ

る。

値上げとか、ここでゴーサインを出さない

限り無理である。

それをふまえた形で今日辞表を出した。

並木議長会長を辞めます。預かった辞表は

あとで返します。

会長になって｜年7ヶ月、その前に会長代

行｜年、皆さんにこ鶴迷惑をお掛けしました。

会長に誰がなっても再建は難しい状況にあ

るが応援をします。会費を皆さんから気持ち

よく出してもらえるようなNORCにしたい。

色々お世話になりました。小林副会長の辞

任は必要ないと思う、私と児玉氏だけでよい

のではないか。

小林副会長理事会あての辞表を持ってきま

した。並木会長の補佐の副会長としてお役に

立ちませんでした。並木氏が会長になられて

から理事会の雰囲気がかなり変わった。昔は

意見を言いたくても言いづらい雰囲気であっ

た、並木氏の人柄であったかと思う。皆さん

からの意見も出たことかと思う。こういう過

渡期である、戸田新会長を中心にして、私ど

も理事として、お金もオーナーからも特別会

費をもらうということになるかも、また賛助

金問題もある。

石井(竹)理事小林氏、i琴云資金として東海

支部からお借りできないか、きちっと借用害

と返済計画提出するのでお借り出来ないか。

児玉理事増収方策（案）について、増収に

ついて3つあるが、基本的には臨時基金は機

関決定ではないが、一旦、有志の方々に協力

をあおぐことになっているが、その返済をど

うするかについては再建委員会の中では3案

がでている｡

○会員一律、オーナー、各支部割り当て等、

いずれかを選択しないと、返済は出来な

い。

その内のいずれをとるのか決める必要があ

る。

戸田副会長今年度の赤字、これを来年に繰

り越すと、来年は、臨時基金はその赤字の分

を背負ったうえで来年度の運転資金約|,000

万円必要である。

今年度の赤字を借金で埋めておいて、更に

来年|,000万円の運転資金がないと、会の運

営が成り立たない。

這諄云資金として使うのであれば、それは予

算に計上しないお金として扱う必要がある。

今年出る赤字の|,000万円は臨時の会費で

賄わないと、2,000万円の借財を背負ってい

ることになる。
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都築理事今のことについて、2,000万円の

ことは地方支部に持ち帰って協力するという

ことで扱いたい。

小林副会長運転資金の不足のすることはよ

く理解できるので、支部基金の貸出と増収方

策を含め、支部に持ち帰って検討し、ご協力

したい。

石井(竹)理事東海支部・内海支部共支部へ

持ち帰って、お借りできるよう検討されたい。

本年度に間に合うようにお願いしたい。

並木議長そういうことなので、よろしく

埴原専務理事並木会長が会長を、小林副会

長が副会長を、そして児玉常務理事が常務を

降り理事として協力していくこと、戸田副会

長が新会長となる件を、この場で確認をして

おきたい。

戸田副会長私は固辞する、少なくとも今年

度予算については、現会長が責任をもって対

応をしていただきたい。

並木議長から第2号議案について、諮られ、

承認された。

他に、質問意見等はなく以上で審議を終了

し、第'40回理事会を終了した。



第20回(臨時)代議員会議事録(要旨）
1．日時

平成8年9月8日（日）’4：20～'5：’5

2．出席者

出席''3名（出席'4名、委任状99名）

3．議題

（|）’996年度収支予算

（2）その他

議事に入る前に並木会長から次のとおり挨

拶があった。

本日午前||時から第'40回理事会を開催し

ました。代議員の皆様には何回もこ鱈出席をい

ただき、非常にこ迷惑をおかけしました。本

日ここで本年度予算を審議していただくこと

となり、長い期間予算が認められない状況に

なって、まことに申し訳がありません。

先ほどの理事会において、日本外洋帆走協

会会長を辞任することになり、東海支部の小

林氏も副会長を辞任し、そして財務担当でし

た児玉氏も常務理事を辞任しました。

’996年度予算が成立するまで議長をさせ

ていただきます。

’996年度予算では、大変こ迷惑をかけま

し、また、膨大な赤字財政になってしまった

ことに対して、執行部3人が責任を取らせて

いただきます。

新会長には、副会長であります戸田氏に会

長になっていただくことになりましたので、

皆様よろしくお願い致します。

議題(1)1996年度収支予算

戸田再建特別委員長から、資料（再建特別

委員会報告）に基づき、大要次の報告があっ

た。

ただいま、前会長辞任の話がでましたが、

私は本日理事の辞任願いを出しており、俄に

会長を受けられないと、先ほと理事会で申し

ましたが、やはり、会の窮状を考えますと引

き受けざるを得ないのかと思っております。

ただ、本日先ほどの理事会、これからの代

議員会が終了するまでは前執行部でお願いし

たい、ということを私から申し上げてありま

す。したがいまして私は再建特別委員会関係

についてのこ報告をさせていただきます。

まず、全体の所感を申し上げる。日本外洋

帆走協会の過去数年間の縄里状況をみると、

基本的に'989年以降赤字体質が続いてきた

と考えざるを得ない。その問、関東から89年

に750万円の借金をした。

たか号の訴訟対策費として特別会費を集め

たが、この特別会費もたか号のものに直接つ

いやした他の部分は、本部でそれなりの費用

が発生したということで、全て一般会計に繰

り入れられている。

一時期事業が大きく拡大をしていたが、そ

ういうものでも借金が返せなかった。

会計担当者・財務担当者はその問、大変な

努力をした。会費の値上げもお願いして、一

度は値上げを実施している。それでもやりき

れないということで、更に値上げをお願いし

たいという経緯があるが、その赤字体質を事

業の方で増収を図ることを考え、出来るだけ

事業を行って、それを残していくという方針

をとってきていたが、全体の予算が相当大き

く膨らんでいたこともあり、その実は、更に

赤字が重なっていく、そのような状況にもな

ってきている。

全体的に考えると、’988年の繰越金|，700

万円を含めて、計約’億円のマイナスが出て

きている状況にある。本年度予算について約

2,000万円の赤字となっている。

基本的な考え方として、これからの再建を

と'うするのかという問題になるが、一つは、

関東支部からの借入金3,'40万円が残ってい

る。これを直ちに返す状況にはないというこ

とである。

訴訟対策費をこれからどう取り扱っていく

のか、もう一つは、今年度の赤字分を含め、

借金をどう返していくのか、そういった問題

がある。

その原因を考えてみると、一つには、本部

と関東支部、事業の執行部である関東支部と

公益法人として運営をしていくべき本部の運

営が、予算的にも実体的にもそこの仕切がは

っきり出来ないなど、リストラその他をする

のが非常に困難な状況にあった。

もう一つは、関東支部が事業を行って本部

も一緒になって動いている。関東支部の役員

と本部の役員カー緒になっているところもあ

って、関東が責任を負うべきなのか、本部が

責任を負うべきか明白に出来なかった。

それが相互依存体質になって、その赤字を

自分たちの責任ということで、埋めてしまう

という努力が足りなかった。その問、財務委

員長の努力には涙ぐましいものがあり、一つ

は、運転資金が足りないと自分で調達をして

いた。その他事業を拡大をして、なんとか財

政を建て直そうとしたところもある。

赤字になると関東支部基金からの借り入れ

て、何とかつじつまが合ったというようなこ

ともあったと思う。さきほどの、訴訟対策費

を注ぎ込むことについては、いろいろ理屈を
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考えて、これは本部費用として当然であると

いうこともせざるを得なかったという状況が

ある。財務委員長の職責としてはまことに大

変であったことと思う。

公益法人の運営としてはあってはいけない

ことであったと私は思っている。今後、借金

の返済を含めながら、少なくとも来年度の予

算を均衡財政にするという前提で今年度の予

算をどこまで切り詰められるかということで

出してきた。

本部もリストラ体制力整ってきたし、関東

支部は無人にしてしまった。これ以上のスリ

ム化はなかなかむずかしくなってきている。

本部はこれから何をしていくべきか、とい

う課題がここできわめてはっきりと表に出て
へ

きた。

①本部だけおいて何もしない。－つの選

択である。これは十分にやっていける。

②公益法人としてヨットを楽しんでいる

人達の利益の拡大を図る。我々のこれか

らの活動を拡大していくということを考

えると、①ではすまない。

私は、第2を選択をしていくべきではない

かと思うが、いずれにしても訴訟文探費から

の借入金、そして関東支部からの借入金を別

にしますと、いま臨時の基金などを皆さんに

お願いしているところであるが、それを出来

るだけ早く解決しておかないと、健全財政に

移れない、そういう状況になってきている。

財政の詳細については、鈴木財務委員長か

らこ説明をしていただくことにしたい。
へ

財政再建特別委員会報告の中身については、

97年度予算について切り詰めるだけの切り詰

めを行っている。

会報の発行については、96年度はすでに皆

さんご存じのとおり、7月号で一時ストップ

をしているが、これは、これ以上続けると赤

字が増えていくだけである。

赤字を埋めるあてのない時に、それをまた

続けて行くことは、いかにもこれからの運営

を更に難しくすることでもある。

7月で－時中止をしている。今年、今会計

年度はもう一度皆さんに現状報告を含めて会

報を出していく。97年は年4回位、本部と会

員の皆さんと意志の疎通を図る。或いは、本

部と支部との意志の疎通を図っていく。

会員対するインフォメーションを主体に最

低4回位は発行すべきではないか、というこ

とを考えている。



本部のリストラは、こういった公益法人と

しての事務局としては最低限の3人程度まで

人員を圧縮するということを考えている。

家賃その他については、この間に事務局を

移転しているが、これは、今会計年度には引

越代等も出ている、あまり数字的には表に現

れてこない。

各委員会については、出来る限り独立採算

等ということでお願いしたい。しかし、ルー

ル委員会その他、やはり我々にとって必要な

委員会であるけれと．も、開催して行かなけれ

ばならないものは、最低限本部費用として計

上せざるを得ない。

本部の当然の活動であり会員の皆さんにお

役に立てるような事業は、可能な限り努力し

て行く。
へ

増収案がいろいろ出ているが、それらにつ

いては、さしあたって一般支出には計上しな

いで借金返済にあてる、或いは運転資金とし

て積み立てて行く。

96年度については、6月29日の理事会にお

いて6月末で－時事業の全てをストップをし

てみて、必要最低限のものだけ支出していく、

そういう原則が示されている。

それに従って、96年度これまでの収支、最

終的な収支を計上している。

それから、〈たか号>裁判の訴訟費の特別会

計。実際に発生する費用の残りの部分は、今

年度では’'300万円位がでるかもしれない。

基本的には､その内の一部|/4或いは|/5程度

へは、本部で発生した費用の－部として負担し
てもらう外、－時的に本部に流用することが

あっても、分割して決算をしていく方針をき

ちっとしていないと、そういった費用は他の

収入と同じように考えられ安易に支出にまわ

って行くことになる。

これの残りの分をあと半分位は返済して充

てていくかと、そのような考え方がでてくる。

その辺はこれからの問題として検討をして行

かざるを得ないという状況にあると思う。

今年度に関しては、臨時会費について980

万円を借り入れて流用させてもらうというこ

とで予算を組んでいる。

合計2,000万円の赤字となる見通しになっ

ている。

関東支部から合計3,'40万円の借入金があ

る。これについては、そもそも関東支部基金

の性格からいって、関東支部と本部が分離し

たとき、これをどうと取り扱うか、という問

題があったはずである、これについてはこれ

から関東支部と話を進めていかなければなら

ない。

今後の関東支部との話し合いで、この借金

の対応をして行かなければならない。

但し、現時点で直ちに返済出来る状況にな

っていない、ということを申し上げておかな

ければならない。

運転資金の問題であるが、－部の理事にお

願いして、運転資金を出してほしい旨、話し

ているが、今年度で約|,000万円の資金が必

要ではないかと思っている。その｜，000万円

は、－つは、訴訟文様費から流用する分を除

いた、今年度の赤字分をこれを埋めるためと

いう'|生格があるが、来年度以降を考えると来

年度でも、それ相応の繰り越し資金がない限

り、琴云資金がショートすることは明らかで

ある。あわせて考えると、約2,000万円の運転

資金が必要となってしまう。

今年度の訴訟対策費を除いた、｜,000万円

ないし｜,000万円の赤字に関する限りには、

臨時会費その他で、一時的に埋め合せをしな

い限りは、運転資金は2,000万円必要となる。

それは皆さんに鋭意お願いしておかなければ

ならない部分である。

運転資金としては、最低約|,000万円はい

つも準備しておく必要がある。

これからの収入増について、いろんな案が

出ているが、そういったことで収入増が図ら

れたときには、一部を借入金の返済にまわし、

今の運転資金として借り入れた部分について

も出来るだけ返済していくような形で進める

こと。

それから－部返済した分を運転資金として

積立てることも必要である。運転資金と赤字

部分はきちっと性格を分けて決算をしていか

ない限りは、と．うしても運営がルーズになら

ざるを得ない。

なお、訴訟文様費については、これまでい

ろんな理由をつけて一般会計収入として立て

て支出してきている部分あり、これは運営上

ばんやむを得ないということで、理事会でも

既に承認を得ている。

増収策（案）が出ている。

・オーナー会員から出してもらう．全会員・

人数害l1りで各支部から出てもらう．更に訴訟

対策費の一部を借金の返済に充てるべきであ

るとの考え方もある

・公式レースー艇につきいくら（？万円）

レースこ鹸とに本部を助けてもらうため、－

部を拠出してもらう

社団法人日本外洋帆走協会本部の業務につ
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いて（案）出ている

公益法人として我々の活動が円滑に行くた

め、さまざまな面で公的機関、或いは他の公

益法人等と話わして行かなければならないと

ころがある。

例えば、

○JCIが艇の検査を土日実施しないので、

NORCの検査員が嘱託検査員として検査を

実施する。

○免許の更新の際、講習を受けなくてもすむ

ように、乗船歴を行政機関の認定を正式に

NORCでやらせてもらう。

等いろんな問題がある。そういうことをや

って行くのが本部の仕事ではないかと思う。

鈴木財務委員長から資料に基づき大要次の

説明があった。

今回はいろいろ大変であるということから、

今までの会議ですと補助事業とか、いろんな

項目をいれて、実質的には中が見えずらいと

いう形のまとめ方であったが、今回は正式で

はありませんが、実質的に会費収入がいくら、

実際単年度で出ていくものがどのくらいある

と、一番皆さんに身近な形でまとめた。

96年度の収入

会費収入については95年度の90％をみた。

2,853万円、艇登録593万円、今年は訴訟対策

費事務局負担分として、訴訟対策費の中から

'80万円を収入としている、総務費'30万円、

管理費関係の小計が3,756万円。

次にその下の委員会関係の収入ですが、ル

ール委員会｜万円､計則委員会355万円､安全

委員会23万円､通信委員会|｜|万円､委員会関

係の小計が490万円。

次に事業関係では､会報事業250万円､会員

サービス事業330万円、レース事業812万円、

事業関係の小計|,392万円。

総収入5,638万円となっている。

この表の中で、96年度についてカッコ書き

をしている数字は、参考数字で6月末現在の

数である。収入がどれくらい、支出が大体とﾞ

れくらいになっているのか参考にしてある。

一番新しい週、現時点では収入が増えてい

るが、支出に関しても増えている。

96年度の支出

管理費|,000万円、人権費3,000万円､総務

費686万円、会議費450万円、管理費関係の小

計5,'36万円となっている。



次に委員会関係では、帆走委員会2万円、

ルール委員会6万円、海事思想委員会9万円、

泊地対策委員会｜万円、国際小委員会30万

円、財務委員会50万円、法政委員会｜万円、

計則委員会470万円､描術委員会4万円､安全

委員会25万円､通信委員会'30万円､クルージ

ング委員会3万円、委員会関係の小計731万

円。

事業費関係では､会報事業|，'50万円､会員

サービス事業90万円、レース事業596万円､事

業費関係の小計|,836万円。

この中でまとめきれなくて、管理費のカッ

コ書きが漏れている､管理費927万円､人件費

|,765万円､管理費関係の小計3,299万円とな

っている。

これは､総務費686万円予算を組んだが､今

後総務費及び会議費については、もっと支出

が少なくなることが予想される。

逆に管理費の方はかかってしまうが、実質

的には96年度管理費関係は、5,'36万円でし

たが、ほぼ200万円位オーバーするか不明で

ある。

委員会の支出について、一番予算の支出の

多い計則委員会470万円、これについては、レ

イテイングオフィス関係があるので、支出が

膨らんでいる。

事業関係で､会報事業|，'50万円､先ほど戸

田再建特別委員長の説明があったとおり、ま

ず、あと｜回分を残してその予算は最低限の

予算を残して｜，'50万円とした。

これが終わってから年内にもう－号を出す

予定である。これはお知らせする形で、今ま

でと同じカラーではない、そこで含めて

|，'50万円の予算を組んである。

以上で､総支出7,703万円、約2,000万円の

赤字になってしまう。

今年度は、もうここまで来てしまっている

が、来年度を見据えて考えると、97年度は参

考的に出してある。というのは、ずうとリス

トラをやるのか、こういう方向で行くという

場合にどうなるかということを考えた場合に、

まず、基本的な考え方として、浄里費につい

ては、会費収入でその管理費関係が賄えられ

るものでなければならないという原則でもっ

て、収入3,735万円に対して支出3,480万円。

次に、委員会活動だが、本来ならば計則委

員会など収入があるが、その中で委員会自体

が全体として収入で支出が賄えればよいが、

国際会議に出るとか、全部を賄いきれない。

それと計則委員会と話している中で、なる

べき支出を少なく、レイテイングオフィス含

めての500万円となっている。何とか努力を

して行きたい。委員会関係の小計565万円の

収入に対して656万円の支出。

それから事業活動については、実質的には

本部としての事業をやらない。収入も0，支

出も0となる。

頒布物品・｛剥萸関係で250万円収入を計上、

支出は390万円とした。

会報事業については、まだ、それだけのリ

ストラをかけても、それだけの予算しか見だ

せない。ということで年4回、詞氏限の案内

をもって会のやっていることをお知らせする、

支出300万円とした。

結果として、総収入4,550万円に対して総

支出4,526万円、差額24万円。

非常に厳しい数字となっている。96年度赤

字、いままでの累積赤字を考えますと、と．う

しても最低限やっていかなければいけない数

字である。

それから、訴訟対策費を一般会計と分けて

ある。

資料（96年度訴訟対策予算（案）について

収入の約|,600万円に対して、｜，600万円が

まるまる出ていくわけではなく、裁判費用

300万円、特別安全文様費'40万円、ガアムレ

ース関係資料作りとして、実質的には事務局

が対応をしている部分があるので事務的経費

'80万円、先ほどの96,97年度予算(案)で訴

訟対策事務局負担分として'80万円をつけて

ある。

残りの980万円が来年度に繰り越しという

ことになるが、累積の部分及び今年度の赤字

部分を考えると、非常に厳しいもので、一般

会計に対して980万円を訴訟対策費の方から

貸し出しをしたいと、ということで作成して

いる。

清田代議員

今回、理事会でそういう区切りをつけられ

たことに対して、私は大賛成である。理事の

皆さんこ･苦労様でした。但し、ボ舘命があまり

にも遅すぎた。

赤字体質となったNORCの責任云々を云う

のは今日限りで決着し、次のことを考えるべ

きである。

気になることは、赤字の責任論の中で赤字

の金額の癖眞を誰がするのかが暖昧だ。

資金繰りの話とこ．つちゃにしている。赤字

の補填の責任が代議員にもありと決められれ
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ば、理事のみでなく、私も責任を取るべきだ。

会員の皆さんに今後色々資金繰りをお願いす

る場合、この赤字補填が引っかかるのではな

いかと思う。

今回の会で、私は固執はしないが、理事各

位のご判断を願う。

次に、戸田氏の体制について、全面的に大

賛成だ。戸田氏が方針を発表されたが、代議

員として従うし、お任せする。勿論協力もし、

会員にも説得していくつもりだ。

NORCの存続の有無の瀬戸際の場面で、存

続出来ることにひさ安心だ。

今後は、戸田会長を中心に全会員一致団結

して先輩が育ててきたNORCを再び盛り上げ
へ

ていかねばならぬと思う。

*並木議長から'996年度予算について、諮ら

れ、承認された。

議題(2)その他

･IMS計則料(NORC申込料）値上げ案

林理事から、資料に基づき次のとおり説明

があった。

戸田、鈴木両理事の説明がありましたよう

に、各委員会で独立採算でやってみるよう指

示があり、計則委員会としては本部に直属し

ていたが、レイテング委員会というのを独立

させて､現在油壺の方でレイテイングオフィ

スを開いている。その費用も含めて、まった

く受益者負担ということで考えると、このよ

うな値段になります。
へ

およそ、現行の2倍～3倍となる。

これは計則の手当とは別である、計則の料

金の中にはORCのレビーを含み、本部でやっ

ていた仕事と、計則員の手当と二つあるが、

計則手当は従来どおりである。いままで本部

で扱っていた部分の計測料金をこのように値

上げをしてもらいたい。

＊並木議長から、次年度の収入増を図ること

になっている、値上げ案について、諮られ、

承認された。

･NORC会員制度及び艇登録制度の見直し案

児玉理事から、資料に基づき次のとおり説

明があった。

先ほと理事会で宿題となり、これは次年度

に実施しようと｜｜月に検討をして、ご意見を

いただくことになっている。皆さんからもこﾞ

意見いただきたい。



資料は、本年3月の理事会に提出したもの

と、石井(竹)理事がコメントしたものである。

現在のNORCの会員制度を抜本的に見直し

をして、先ほど戸田氏が説明されたように、

公益法人としての役割をきちっとしていくた

めの体制を会員制度及び艇登録制度の中に反

映させようと、合わせて財政的な貢献にもな

るよう考えていこうと、政策委員会の検討議

題として提案されているものである。

会員制度では、クラブ会員というものを考

えていく、個人ではなく組織として会員に入

ってもらう、特に支部以外で各水域の中でヨ

ットクラブとして活動している組謝本をどう

取り込んでいくのか、こういう考え方でのも

とでのクラブ会員という考え方である。

へ次に、現在の通常の艇登録と会友艇登録と
がある。

会友艇登録についての見直しが極めて強く

ある｡会員ではないのにセールNOが登録出来

るという形、又レースにも参加出来ることに

なっている。非常に暖昧になっている。

会友艇を抜本的に見直しをして、むしろ通

常の艇登録ともっと簡易に登録出来る制度を

考え、合わせてセールNO登録。

全国の散らばっているクルーザー約

'2,000隻ある｡現在協会登録が|,500隻会友

艇が700である。’2,000隻中2千数百隻が把

握されている。

なるべく広範囲にセールNO登録をして､安

全面でもデーターベースを雲里して行く、こ

きいう流れを考えている。
こういったことを制度的に、会員の制度と

ともに登録の制度も見直しをして、合わせて

財源確保のための一つと考えている。

クラブ会員をつくると、個人会員が減って

しまうのではないか、というような意見もあ

るが、先ほど戸田氏が言われたように公益法

人としての仕事は何なのか、というところを

きちっと押さえた上で、改めて見直しをして

いく必要があると政策委員会で考え議論をし

ていく予定である。

代議員の皆さんのご意見、ご提案等をよろ

しくお願いします。

＊小林副会長から次のとおり挨拶があった。

4年間副会長としてお世話になりました。

このたび、38年のNORCの歴史の中で時代

の変化。

当初はスタートしたときは、本当に仲良し

クラブから始まり社団法人となり、そして時

の流れあり、そこにたかの問題、会員の問題

等いろいろな問題がありました。

並木会長を中心にして何か変革しなければ

ならないという思いは常にありましたが、そ

れがなかなか出来ませんでした。現在のよう

な状態にいたって、そして､今日も理事会で

皆さんのご意見を伺いました、そして戸田会

長を新会長としてお迎えすることが、理事会

の互選で決まることができました。

これから我々は先ほど清田氏からもおっし

ゃいました責任の一端もございます、戸田氏

を助け、私は東海支部ですが、東海支部のオ

ーナーに、本当に皆さんにこ．理解を賜ります。

関西、関東はもちろん会員の皆さんに理解

を賜って、これから戸田会長を支えてまいり

たいと思っております。

どうも大変こ迷惑をおかけしまして申し訳

ありませんでした。

＊戸田新会長から次のとおり挨拶があった。

会長をお受けしました戸田です。今振り返

ってみますと、一昨年石原慎太郎氏から、突

然、会長をやるように言われて、びっくり仰

天しました、それまで私は日本外洋帆走協会

のいろんな活動に関わりをもって来ましたが、

しばらく執行部から離れておりまして、何が

どうなっているのかさっぱり分かりませんで

した。急にお引き受けするのもどうかという

こともありまして、また去るまで仕事をして

いた運輸省との関係もあり、会長を直ちに引

き受けるというということにつきまして色々

問題がありまして、私も辞退をしてまいった

わけであります。

今年から副会長をやるようにとのことで、

色んな問題に取り組んでまいったわけであり

ます。政策委員会でそういった面についてこ

れからの運営をどうするかということを検討

してきました。

問題の所在もはっきり認識していたつもり

でありますが、過去数年の運営状況を見てみ

てこれは法人というにと．うにもならないとこ

ろに来ていたという認識を改めて深くしてお

りまして。最近、仕事も忙しくなってきてお

りまして、私も事務所で検討のため、数度集

まっていただきましたが、とてもこれ以上自

分で時間を注ぎ込んで行くことは不可能であ

ると思いまして、今日辞表を出したところで

あります。

辞表を出した理由はそういうこともありま

すが、もう一つは、関東の皆さんが辞表を出

しておられるということを聞きまして、非常

に無責任であるというような話も一方ではあ

り、一方では責任を取って当然であるとの話
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もあったと思います。

私力活辛表を出した理由というのは極めて利

己的であり、そういう皆が逃げ出すようなと

ころで、これは、再建特別委員会とかやらさ

れてはかなわないということで、辞表を出し

た。

先ほど、理事会で色んな話が出ていたが、

これからの運営を考えます、と．うにも引き受

けざるを得ないのかと、私も日本外洋帆走協

会との関わりは、昭和35年からであり、これ

まで当協会の存在意義あらしめてこられた

方々、今なおこの協会を何とかしなければな

らないと思っておられる方々、更に、現執行

部の皆さんからの私がと’こまで出来るか分か

りませんが、強い要望等を考えます、どうに

もここで綱兇することは不可能なのか、とい

うのが会長をお引き受けする理由であります。

今後の運営は相当厳しいものでありまして、

これから誰に何をやってもらうのか、皆さん

と相談をさせてもらいたいと思っております。

いずれにしても、皆さんのこ満足の行くよ

うにはなかなか行かない会の運営かと思いま

す。ひとつ、皆様方も同じ気持ちでご支援を、

叱ﾛ宅激励をよろしくお願い申し上げます。

なお、今後の運営について皆様方から色々

ご意見がありましたならば、ぜひお聞かせい

ただいて、今後の運営の何らかの助けにいた

したいと思いますので、その辺も合わせてよ

ろしくお願い致します。

これまでの執行部の皆さんにつきましては、

私は現象として表れたことについては残念で

あったかと思います。どの人をとっても日本

外洋帆走協会の運営が良かれと思って色々努

力をされてきた。そういうことについては皆

様方にもぜひこ理解いただきたい。

そういうことを最後に申し上げまして、私

がこれから会長として仕事を進めていくこと

についてのこ挨拶とさせていただきたい、よ

ろしくお願いします。

他に、質問意見等はなく以上で審議を終了

し、第20回（臨時）代議委員会を終了した。



NORC本部計測委員会から

(1)1997年度新計測料金決定

NORC本部計測委員会では、平成8年9月8日の全国代議員会及び

理事会の承認を経て、1997年の証書発行分から下記の通り新しい計測料

金(NORC計測申込料)を設定し施行することになりましたのでお知ら

せいたします。

NORC計測申込料(IMS、IOR)

(1997年証書発行分から適用）

申込料（うちORCレビィ他）

全計測45,000円（4,600円）

スタンダード艇45.000円（14,600円）

クラブ証書40,000円（14.600円）

ワンデザイン40,000円（14,600円）

|LCクラスにより異なる

再計測 3 0 , 0 0 0円（4,600円）

クルー重量変更25.000円（4,600円）

更新 25.000円 （ 4 , 6 0 0 円 ）

パフォーマンスパッケージ20,000円（7,500円）

NORC本部通信委員会から

(1)NORC海岸局が全国11局に

財団法人日本船舶振興会の補助事業を受けて、今年度4局の国際

VHFの海岸局が誕生しました｡新しい海岸局は､広島湾をサービスエリ

アとする能美島隣接の沖ノ島マリーナ内に開設の｢ひろしまよっと」（西

内海支部、CH71、マリーナ営業時間に運用、マリンVHF海岸局併

設)、鹿児島錦江湾をエリアとする市内鹿児島漁業無線局内に開設の｢か

ごしまよっと」（南九州支部、CH74、24時間運用)および鹿児島から50

マイル南に位置する黒島、竹島、硫黄島からなる三島村硫黄島の飛行場

管理棟に開設の｢さつまいおうじまよっと」（同支部、CH74、イベント

開催時に運用)、沖縄西海岸の宜野湾港マリーナ管理事務所内に開設の

｢ぎのわんまり－なよっと｣(沖縄支部､CH71､マリーナ営業時間に運用）

の4局です。

これによりNORCの海岸局は、北から小樽(CH71)、三崎(CH7

1）、三宅島(CH71)、知多(CH74)、鹿児島(CH71)、淡輪

(CH74)、広島(CH71)、博多(CH71)、鹿児島(CH74)、薩摩硫黄

島(CH74)、沖縄(CH71)、となり、そのうち三崎、宮津、博多に遠距

離通信が可能な中短波・短波帯(HF)の設備が併設されています。

今後は船舶局側の運用習熟に関連した情報を会員へ紹介していく予定

です｡通信関係のご質問は､FAXで本部通信委員会もしくはインターネ

ットアドレス:Teiji.lkeuchi@unisys.co.jpまたはNIFTY

その他詳細は、本部事務局、または計測委員会レーティングオフイス

におたずね下さい。

注1

ORCに払うレビィ(及びデータ使用料)はスイスフラン建てなので、日

本円の概数で示してあります。申込料に含まれています。

注 2

申込料の他に計測員に直接支払う計測実施料が必要ですが、こちらの料

金に変更はありません。今までどおりで。

BIMSルールブックについて

新着の|MSルールブック1996には｢|MSルールブックはレース中、艇

に搭載して､全メンバーにルールの周知徹底をはからなければならない」

という項目が追加されました。

|MSルールブック1996は本部事務局で頒布(6,000円）しています。

<連絡先〉

NORC本部事務局OB-B45E-SB1E
へ

レーティングオフィスO4SB-BS-B1B4

ServelD:TBCO3072池内まで。

日船舶局アンケートについて

1996年8月NORC海岸局に加入の会員ヨットに利用状況アンケート

をお願いしましたが、10月末現在発送に対し約60％の艇より回答を頂き

ました。ご協力有り難うございました。

作業が遅れていますが、回答を頂き希望される艇には、集計のご報告

方々局名録を送付いたします。なお今回アンケート回答のなかった艇は

局名録に記載せず、今後の海岸局との交信に支障がでますのでご注意く

ださい。

(3)無線従事者国家試験のお知らせ

ﾏﾘﾝVHFは、1日の講習会と終了試験で第3級海上特殊無線技ニー
の資格が取得できますが、国際VHFの操作には第2級海上特殊無線主

士以上の資格が必要です。さらに海外遠征の際には第1級海上特殊無線

技士が必要です。これら3つの資格とも毎年6，10，2月に国家試験が

開催されており、結果的にこれらの試験で合格することが取得の早道で

す。

今年度最後の試験の申し込み締切が1996年12月20日ですので、受験を

お考えの方はお忘れなく申込を！

会報小委員会から専門誌にNORCｲﾝﾌｫﾒー ｼｮﾝｺー ﾅー を新設
NORC会報小委員会では、会報誌「OFFSHORE」の休刊にとも

ない、その後のNORC会員への各種情報伝達について何らかの有効な

手段を模索してきました。

このたび専門誌のご協力を得て、NORC会員のためのインフォメー

ションコーナーを誌面上に新設、1997年新年号より定期的にご案内でき

ることになります。なお、このコーナーでは､主にNORC本部各専門委

員会からNORC会員向けの情報を掲載していきます。

<インフォメーションの内容〉

●帆走委員会：レーススケジュール・国際レースに関する告知など

●ルール委員会：新ルールの解説・改訂ルールの解説など

●法制委員会

●技術委員会

●安全委員会

●計測委員会

●|MS委員会

●通信委員会

●園際部会
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規制緩和問題・法令改定など

活動報告・セミナーの案内など

ORC特別規定・安全検査の案内など

計測全般・レーティングオフィスからのお知らせ・計

測ルールなど

|MSルールに関する周知・|MSレースの案内など

GMDSS、国際VHF・NORC海岸局の案内・無線

運用関連・国家試験告知など

ORC情報・国際レース案内など



へ

A団体保険FAXサービス案内について
24時間いつでも必要な時に、団体保険'|胄報がFAXで取り出せるよう団体ヨット保険、セーラーズ保険等募集時期に合わせご案内していま

になりまし た。す。ご利用下さい。

FAXサービス専用電話:OS-BES-BB57

問合先:NORC保険デスク有光まで。

フリーダイヤル:01EO-OE4410
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